
國學院大學学術情報リポジトリ

講演録 奄美諸島編年史料編纂の成果と課題

言語: Japanese

出版者: 

公開日: 2023-02-06

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 石上, 英一, Ishigami, Eichi

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.57529/00000973URL



1　奄美諸島編年史料編纂の成果と課題

要
旨

　

本
稿
は
二
○
一
九
年
六
月
一
五
日
の
国
史
学
会
で
の
講
演
に
基
づ
く
。
対
外
関
係
史
研
究
に
は
対
象
の
国
・
地
域
に
赴
く
こ
と
が
必
要
と
の
鈴
木
靖
民
氏

の
訓
え
を
得
て
、
一
九
八
八
年
に
小
林
敏
男
氏
の
紹
介
で
鹿
児
島
短
期
大
学
付
属
南
日
本
文
化
研
究
所
の
奄
美
諸
島
学
術
調
査
に
参
加
し
、
奄
美
諸
島
史
研

究
を
始
め
た
。
奄
美
諸
島
学
術
調
査
参
加
の
成
果
は
「
奄
美
群
島
編
年
史
料
集
稿
」
と
し
て
発
表
し
た
。
一
九
九
四
～
九
七
年
度
に
「
沖
縄
の
歴
史
情
報
研

究
」
に
参
加
し
、
奄
美
諸
島
関
係
の
琉
球
家
譜
・
中
山
王
詔
書
等
の
調
査
も
進
め
た
。
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
の
二
○
○
二
～
四
年
度
の

「
奄
美
群
島
歴
史
資
料
調
査
事
業
」（
鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
）
に
よ
り
奄
美
諸
島
史
料
調
査
が
展
開
し
た
。
筆
者
は
、
文
化
庁
の
歴

史
文
化
基
本
構
想
に
よ
る
「
宇
検
村
・
伊
仙
町
・
奄
美
市
文
化
財
総
合
的
把
握
事
業
」（
二
○
○
八
～
一
○
年
度
）
に
参
加
し
て
「
奄
美
遺
産
」
の
提
言
に

関
わ
り
、
喜
界
町
の
城
久
遺
跡
群
調
査
指
導
委
員
会
（
二
○
○
六
～
一
四
年
度
）、
奄
美
市
の
赤
木
名
城
保
存
管
理
計
画
策
定
委
員
会
（
二
○
一
三
～
一
四

年
度
）
に
も
参
加
し
た
。
史
料
蒐
集
と
文
化
財
保
存
活
用
事
業
参
加
経
験
を
基
に
「
城
久
遺
跡
群
の
歴
史
的
評
価
の
前
提
─
日
本
古
代
・
中
世
前
期
並
行
期

喜
界
島
編
年
史
料
集
稿
」（『
城
久
遺
跡
群　

総
括
報
告
書
』、
二
○
一
五
年
）・『
奄
美
諸
島
編
年
史
料　

古
琉
球
期
編
』（
上
・
下
、
二
○
一
四
・
一
八
年
）・

「
奄
美
群
島
編
年
史
料
集
稿　

寛
永
年
間
編
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
一
七
号
、
二
〇
〇
七
年
）
を
編
纂
し
た
。

　
【
キ
ー
ワ
ー
ド
】�

奄
美
諸
島
編
年
史
料　

奄
美
群
島
歴
史
資
料
調
査
事
業　

奄
美
遺
産　

宇
検
村
・
伊
仙
町
・
奄
美
市
文
化
財
総
合
的
把
握
事
業　

城ぐす
く久

遺
跡
群

講
演
録奄

美
諸
島
編
年
史
料
編
纂
の
成
果
と
課
題

石
上
　
英
一
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奄
美
諸
島
（
行
政
地
名
及
び
国
土
地
理
院
地
図
の
地
名
は
奄
美
群
島
）
は
、
吐
噶
喇
列
島
と
琉
球
諸
島
の
間
に
位
置
し
、
北
か
ら
、
喜

界
島
、
大
島
（
奄
美
大
島
）、
加
計
呂
麻
島
、
与
路
島
、
請うけ
島
、
徳
之
島
、
沖おき
の
え
ら
ぶ

永
良
部
島
、
与
論
島
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
鹿
児
島
県
に
属

し
、
喜
界
町
、
大
島
の
奄
美
市
・
龍たつ
ご
う郷町
・
大
和
村
・
宇
検
村
、
大
島
南
西
部
と
加
計
呂
麻
島
・
与
路
島
・
請
島
の
瀬
戸
内
町
、
徳
之
島

の
徳
之
島
町
・
天
城
町
・
伊
仙
町
、
沖
永
良
部
島
の
和わど
ま
り泊町

・
知
名
町
、
与
論
島
の
与
論
町
の
十
二
市
町
村
よ
り
な
る
。
本
稿
で
は
、
大

島
、
加
計
呂
麻
島
、
与
路
島
、
請
島
を
併
せ
て
、
大
島
（
奄
美
大
島
）
と
称
す
る
場
合
が
あ
る
。

　

十
・
十
一
世
紀
頃
か
ら
九
州
よ
り
奄
美
諸
島
を
経
由
し
て
琉
球
諸
島
ま
で
及
ん
だ
日
本
の
古
代
文
化
が
、
琉
球
の
グ
ス
ク
時
代
成
立
の

基
盤
の
一
つ
と
な
り
、
ま
た
琉
球
勢
力
の
北
上
に
よ
り
十
五
世
紀
に
は
大
島
・
喜
界
島
ま
で
が
琉
球
国
の
版
図
と
な
り
一
六
〇
九
年
三
月

ま
で
琉
球
国
統
治
下
に
あ
っ
た
事
実
は
、
奄
美
諸
島
の
基
層
文
化
の
一
つ
と
し
て
琉
球
文
化
が
あ
り
、
一
六
〇
九
年
以
降
も
奄
美
諸
島
で

は
鹿
児
島
藩
に
よ
り
琉
球
習
俗
が
強
制
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
た
め
古
琉
球
文
化
の
伝
存
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
奄
美
諸
島
は
広
義
の
琉
球

文
化
圏
に
含
ま
れ
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
同
時
に
、
奄
美
諸
島
に
お
け
る
日
本
文
化
と
琉
球
文
化
の
影
響
の
差
異
に
よ
り
、
奄
美
諸

島
の
北
部
（
喜
界
島
、
大
島
・
加
計
呂
麻
島
・
与
路
島
・
請
島
、
徳
之
島
）
と
南
部
（
沖
永
良
部
島
・
与
論
島
）
と
の
歴
史
・
文
化
の
違

い
を
考
え
る
必
要
も
あ
る
。
そ
の
上
で
、
私
は
、
奄
美
諸
島
は
独
自
の
歴
史
・
文
化
を
有
す
る
地
域
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
、
奄
美
諸
島
か
ら
離
れ
て
住
む
一
研
究
者
と
し
て
奄
美
諸
島
の
歴
史
を
考
え
る
た
め
に
何
を
為
せ
る
か
考
え
て
き
た
次
第
を
述

べ
た
い
（
（
（

。
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一　

奄
美
諸
島
史
の
学
び
の
繋
が
り

1
　
私
の
奄
美
諸
島
史
研
究
と
國
學
院
大
學
と
の
繋
が
り

　

初
め
に
、
私
が
奄
美
諸
島
史
を
学
ぶ
に
至
っ
た
経
緯
と
、
奄
美
諸
島
史
研
究
に
お
い
て
國
學
院
大
學
や
学
界
の
方
々
か
ら
受
け
た
学
恩

に
つ
い
て
記
す
。
私
は
鈴
木
靖
民
氏
、
山
里
純
一
氏
よ
り
奄
美
諸
島
史
・
南
島
史
研
究
に
つ
い
て
導
き
を
得
、
田
中
史
生
氏
の
論
考
か
ら

も
古
代
南
島
史
を
学
ぶ
機
会
を
得
た
。
ま
た
、
一
九
八
八
年
に
名
瀬
市
立
奄
美
歴
史
民
俗
資
料
館
（
現
、
奄
美
市
立
奄
美
博
物
館
）
で
田

畑
千
秋
氏
よ
り
奄
美
諸
島
史
料
調
査
の
導
き
を
得
た
。
さ
ら
に
、
池
田
榮
史
氏
と
共
に
喜
界
町
の
城ぐす
く久

遺
跡
群
調
査
指
導
委
員
会
の
委
員

を
務
め
る
機
会
を
持
ち
、
湯
山
賢
一
氏
に
古
琉
球
期
の
琉
球
国
発
給
文
書
の
料
紙
に
つ
い
て
教
示
を
得
た
。
そ
し
て
、
金
子
修
一
教
授
、

佐
藤
長
門
教
授
よ
り
二
〇
一
三
年
度
後
期
と
二
〇
一
四
～
二
〇
一
八
年
度
に
大
学
院
文
学
研
究
科
の
史
学
理
論
の
講
義
の
機
会
を
得
て
、

史
料
学
・
人
物
史
料
研
究
と
共
に
地
域
史
料
研
究
と
し
て
奄
美
諸
島
史
料
の
紹
介
を
行
っ
た
。
こ
の
時
期
、
私
は
『
奄
美
諸
島
編
年
史
料　

古
琉
球
期
編
』
上
（
吉
川
弘
文
館
）
を
二
〇
一
四
年
六
月
に
刊
行
し
、
二
〇
一
八
年
一
一
月
に
刊
行
に
至
っ
た
『
奄
美
諸
島
編
年
史
料　

古
琉
球
期
編
』
下
の
編
纂
・
校
正
を
進
め
て
い
た
。

　

私
は
一
九
七
〇
年
か
ら
、
指
導
教
授
の
井
上
光
貞
先
生
の
導
き
を
得
て
、
坂
本
太
郎
先
生
を
中
心
に
開
催
さ
れ
て
き
た
日
本
書
紀
研
究

会
に
も
参
加
す
る
機
会
を
得
た
。
一
九
七
一
年
春
で
あ
っ
た
か
、
笹
山
晴
生
先
生
の
教
養
学
部
の
研
究
室
で
開
か
れ
た
日
本
書
紀
研
究
会

の
折
、
坂
本
先
生
が
鈴
木
靖
民
氏
の
「
皇
極
紀
朝
鮮
関
係
記
事
の
基
礎
的
研
究
（
（
（

」
を
紹
介
さ
れ
、
一
九
六
〇
年
代
に
提
起
さ
れ
た
東
ア
ジ

ア
世
界
論
を
鈴
木
氏
が
実
証
的
に
再
検
討
す
る
研
究
を
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
私
は
知
っ
た
。
鈴
木
氏
に
初
め
て
お
目
に
か
か
っ
た
の

は
、
確
か
一
九
七
一
年
一
一
月
の
史
学
会
大
会
の
際
の
日
本
古
代
史
懇
親
会
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
鈴
木
氏
は
、
坂
本
先
生
の
も
と
で
史

学
科
の
助
手
を
務
め
ら
れ
て
お
り
、
懇
親
会
に
も
出
席
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
私
は
鈴
木
氏
と
歴
史
学
研
究
会
日
本
古
代
史
部
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会
で
共
に
学
ぶ
機
会
を
得
て
、
対
外
関
係
史
・
構
造
主
義
人
類
学
に
つ
い
て
多
く
の
教
示
を
得
た
。
私
は
、
井
上
先
生
の
推
挙
を
得
て
、

坂
本
先
生
が
理
事
を
務
め
ら
れ
て
い
た
聖
徳
太
子
奉
讃
会
の
研
究
給
費
生
に
一
九
七
二
年
四
月
よ
り
一
九
七
四
年
三
月
ま
で
研
究
課
題

「
奈
良
時
代
の
資
財
帳
の
研
究
」
で
採
用
さ
れ
た
。
聖
徳
太
子
奉
讃
会
の
研
究
給
費
生
は
、
仏
教
学
・
歴
史
学
・
美
術
史
学
・
建
築
史
学

等
か
ら
単
年
度
二
名
が
採
用
さ
れ
、
歴
史
学
分
野
の
先
任
の
研
究
給
費
生
は
、
一
九
六
六
年
二
月
か
ら
一
九
六
八
年
三
月
ま
で
の
期
間
に

「
飛
鳥
時
代
に
お
け
る
日
鮮
交
渉
の
基
礎
的
研
究
」
を
研
究
課
題
と
さ
れ
た
鈴
木
靖
民
氏
で
あ
っ
た
。

　

聖
徳
太
子
奉
讃
会
と
い
え
ば
、
も
う
一
つ
私
と
國
學
院
大
學
と
の
繋
り
が
あ
る
。
聖
徳
太
子
奉
讃
会
は
、
一
九
一
二
年
設
立
の
法
隆
寺

会
設
立
準
備
会
、
一
九
一
三
年
年
設
立
の
法
隆
寺
会
、
一
九
一
八
年
設
立
の
聖
徳
太
子
一
千
三
百
年
遠
忌
奉
讃
会
の
活
動
に
基
づ
き
、

一
九
二
四
年
に
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
財
団
法
人
聖
徳
太
子
奉
賛
会
は
一
九
九
八
年
四
月
に
解
散
と
な
り
、
法
人
の
残
余
財
産
等
は
細

川
護
貞
氏
が
奉
讃
会
の
会
長
を
務
め
ら
れ
て
い
た
の
で
、
細
川
家
の
財
団
法
人
永
青
文
庫
に
移
管
さ
れ
た
。
奉
讃
会
理
事
・
主
事
を
務
め

ら
れ
て
い
た
増
山
太
郎
氏
は
財
団
法
人
永
青
文
庫
の
常
務
理
事
と
な
ら
れ
、『
聖
徳
太
子
奉
讃
会
史
』
の
制
作
を
企
画
さ
れ
た
。

二
〇
〇
八
年
で
あ
っ
た
か
、
増
山
氏
か
ら
「
聖
徳
太
子
奉
讃
会
史
の
刊
行
の
準
備
を
し
て
い
る
が
、
編
集
専
門
の
方
に
参
加
し
て
も
ら
い

た
い
の
で
、
ど
な
た
か
紹
介
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
」
と
の
連
絡
を
受
け
、
私
は
、
吉
川
弘
文
館
の
出
版
物
に
関
わ
っ
た
折
に
編
集
を
担

当
さ
れ
て
い
た
三
橋
広
延
氏
を
紹
介
し
た
。
増
山
氏
は
「
あ
と
が
き
（
（
（

」
に
、「
元
吉
川
弘
文
館
編
集
部
勤
務
の
三
橋
広
延
氏
が
引
き
受
け

て
く
だ
さ
っ
た
。
筆
者
が
迷
っ
て
い
る
と
立
ち
ど
こ
ろ
に
方
向
を
指
示
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
原
稿
の
一
つ
一
つ
の
確
認
作
業
な
ど
万
端

に
わ
た
っ
て
助
言
を
い
た
だ
い
た
」
と
謝
意
を
記
さ
れ
て
い
る
。『
聖
徳
太
子
奉
讃
会
史
』
の
「
聖
徳
太
子
奉
讃
会
の
思
い
出
」
に
は
、

給
費
研
究
生
を
務
め
た
鈴
木
氏
の
「
奉
讃
会
研
究
生
の
思
い
出
」、
松
木
裕
美
氏
の
「
聖
徳
太
子
奉
讃
会
の
思
い
出
」、
私
の
「
聖
徳
太
子

奉
讃
会
の
思
い
出
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

私
は
一
九
七
四
年
四
月
に
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
入
所
し
、
編
年
史
料
第
一
部
第
一
室
（
現
、
古
代
史
料
部
第
一
室
）
に
お
い
て
、
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土
田
直
鎮
先
生
、
林
幹
彌
先
生
の
も
と
で
『
大
日
本
史
料
』
第
一
編
の
編
纂
に
従
事
し
、
最
初
に
『
大
日
本
史
料
』
第
一
編
之
二
十
（
天

元
五
（
九
八
二
）
年
閏
十
二
月
～
永
観
二
（
九
八
四
）
年
二
月
。
一
九
七
七
年
三
月
刊
）
の
編
纂
に
参
加
し
た
。
史
料
編
纂
所
を

一
九
七
六
年
三
月
に
退
官
さ
れ
て
い
た
彌
永
貞
三
先
生
が
研
究
室
に
来
ら
れ
、『
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
日
本
古
代
史
講
座
』
に
遣
唐

使
の
停
止
な
ど
に
つ
い
て
書
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
代
わ
り
に
書
か
な
い
か
と
私
に
言
わ
れ
た
。
遣
唐
使
の
停
止
（
寛
平
六
〈
八
九
四
〉

年
）
と
そ
の
後
の
外
交
政
策
は
『
大
日
本
史
料
』
第
一
編
に
関
わ
り
、
ま
た
講
座
の
編
集
を
井
上
先
生
が
担
当
さ
れ
て
い
た
の
で
、
彌
永

先
生
に
代
わ
り
執
筆
す
る
こ
と
に
し
た
。
私
は
、『
大
日
本
史
料
』
第
一
編
之
二
十
の
永
観
元
（
九
八
三
）
年
八
月
一
日
第
三
条
「
大
法

師
奝
然
、
宋
商
陳
仁
爽
等
ノ
船
ニ
駕
シ
テ
、
宋
ニ
赴
ク
、」
の
編
纂
を
経
験
し
て
い
た
の
で
、「
日
本
古
代
一
〇
世
紀
の
外
交
」
を
執
筆

し
、『
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
日
本
古
代
史
講
座
』
第
七
巻
・
東
ア
ジ
ア
の
変
貌
と
日
本
律
令
国
家
（
学
生
社
、
一
九
八
二
年
一
月
刊
）

に
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
私
は
、
古
代
対
外
関
係
の
概
説
を
執
筆
す
る
機
会
を
得
た
（
（
（

。
し
か
し
、
い
つ
で
あ
っ
た
か
、
鈴
木

氏
か
ら
、対
外
関
係
史
研
究
の
た
め
に
は
、相
手
と
な
る
国
・
地
域
に
赴
き
そ
こ
か
ら
倭
・
日
本
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
訓
え
ら
れ
た
。

2
　
鹿
児
島
短
期
大
学
付
属
南
日
本
文
化
研
究
所
奄
美
諸
島
学
術
調
査
へ
の
参
加

　

歴
史
学
研
究
会
日
本
古
代
史
部
会
で
共
に
学
ん
だ
小
林
敏
男
氏
（
現
、
大
東
文
化
大
学
名
誉
教
授
）
が
、
一
九
八
〇
年
に
鹿
児
島
短
期

大
学
（
二
〇
〇
一
年
度
よ
り
鹿
児
島
国
際
大
学
短
期
大
学
部
）
に
赴
任
さ
れ
た
。
私
は
、
小
林
氏
か
ら
、
五
月
の
歴
史
学
研
究
会
大
会
に

来
ら
れ
た
折
、
鹿
児
島
短
期
大
学
付
属
南
日
本
文
化
研
究
所
が
毎
年
実
施
す
る
奄
美
諸
島
学
術
調
査
に
参
加
し
て
い
る
、
奄
美
諸
島
に
は

古
代
の
女
性
祭
祀
者
を
偲
ば
せ
る
ノ
ロ
や
古
代
の
倉
に
似
た
高
倉
が
あ
る
、
史
料
に
基
づ
く
研
究
が
松
下
志
朗
氏
の
『
近
世
奄
美
の
支
配

と
社
会
』（
第
一
書
房
、
一
九
八
三
年
）
に
よ
り
な
さ
れ
て
い
る
、
と
奄
美
の
歴
史
に
つ
い
て
の
話
を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
。
私
は
対
外

関
係
史
研
究
に
は
現
地
に
赴
く
こ
と
が
必
要
と
の
鈴
木
氏
の
訓
え
と
、
自
ら
の
古
代
社
会
構
造
研
究
へ
の
関
心
か
ら
、
小
林
氏
に
お
願
い
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し
鹿
児
島
短
期
大
学
学
長
の
三
木
靖
先
生
の
御
承
諾
を
得
て
、
大
島
の
笠
利
町
（
現
、
奄
美
市
笠
利
）
で
一
九
八
八
年
九
月
に
一
週
間
実

施
さ
れ
た
南
日
本
文
化
研
究
所
の
奄
美
諸
島
学
術
調
査
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
南
日
本
文
化
研
究
所
の
奄
美
諸
島
学
術
調
査
で

は
、
鹿
児
島
短
期
大
学
や
鹿
児
島
の
諸
分
野
の
先
生
方
が
参
加
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
奄
美
諸
島
で
郷
土
史
研
究
を
進
め
ら
れ
て
い
る
方
々

に
お
目
に
か
か
り
、
奄
美
諸
島
の
歴
史
・
文
化
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
一
九
八
八
年
の
調
査
で
は
、
笠
利
町
で

の
調
査
に
次
ぎ
、
小
林
氏
と
共
に
週
末
、
名
瀬
市
（
現
、
奄
美
市
名
瀬
）
に
移
り
、
鹿
児
島
県
立
図
書
館
奄
美
分
館
（
現
、
鹿
児
島
県
立

奄
美
図
書
館
）
で
郷
土
資
料
書
架
を
見
学
し
、
名
瀬
市
立
奄
美
歴
史
民
俗
資
料
館
（
一
九
八
七
年
七
月
開
館
。
一
九
九
〇
年
七
月
に
名
瀬

市
立
奄
美
博
物
館
、
二
〇
〇
六
年
三
月
に
奄
美
市
立
奄
美
博
物
館
と
改
称
）
で
主
幹
学
芸
員
田
畑
千
秋
氏
に
「
名
瀬
市
史
編
纂
委
員
会
資

料
」
等
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
奄
美
歴
史
民
俗
資
料
館
は
一
九
八
七
年
七
月
に
開
館
し
た
と
こ
ろ
で
、
大
島
の
御
出
身
で
民
俗
学

を
研
究
さ
れ
て
い
た
田
畑
氏
が
館
の
事
業
展
開
を
領
導
さ
れ
て
い
た
。

　

私
は
、
一
九
七
八
年
度
か
ら
史
料
編
纂
所
の
『
日
本
荘
園
絵
図
聚
影
』
編
纂
事
業
に
参
加
し
て
古
代
荘
園
図
調
査
を
担
当
す
る
機
会
を

得
て
、
天
平
七
（
七
三
五
）
年
弘
福
寺
領
讃
岐
国
山
田
郡
田
図
の
調
査
を
一
九
七
八
年
末
か
ら
始
め
た
。
山
田
郡
田
図
は
、
東
寺
文
書
と

し
て
伝
来
し
、
近
世
後
期
に
国
学
者
に
知
ら
れ
寺
外
に
出
て
、
明
治
一
五
（
一
八
八
二
）
年
に
香
川
県
志
度
町
（
現
、
さ
ぬ
き
市
志
度
）

の
多
和
神
社
宮
司
で
金
刀
比
羅
宮
禰
宜
で
あ
っ
た
松
岡
調
が
入
手
し
、
松
岡
家
の
多
和
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
（
（

。
多
和
神
社

宮
司
松
岡
弘
泰
氏
に
は
、
多
和
文
庫
所
蔵
の
山
田
郡
田
図
や
文
書
典
籍
の
調
査
で
御
教
導
い
た
だ
い
た
。
松
岡
宮
司
は
、
國
學
院
大
學
の

御
出
身
と
う
か
が
っ
て
い
る
。
山
田
郡
田
図
が
、
一
九
七
八
年
に
山
田
郡
田
図
に
次
い
で
調
査
し
た
香
川
県
白
鳥
町
（
現
、
東
か
が
わ
市

白
鳥
）
の
猪
熊
家
の
恩
頼
堂
文
庫
所
蔵
の
大
和
国
乙
木
庄
条
里
坪
付
図
（
現
、
国
立
文
化
財
機
構
蔵
、
奈
良
国
立
博
物
館
保
管
）
と
共
に

一
九
九
一
年
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
時
は
、
文
化
庁
の
調
査
官
と
し
て
湯
山
賢
一
氏
が
担
当
さ
れ
た
。
私
は
、
山
田
郡
田
図
調
査

の
関
係
か
ら
、
高
松
市
の
太
田
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
高
松
市
教
育
委
員
会
に
よ
る
弘
福
寺
領
讃
岐
国
山
田
郡
田
図
故
地
関
係
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遺
跡
発
掘
調
査
の
事
業
（
一
九
八
六
年
度
、
準
備
調
査
。
一
九
八
七
～
一
九
九
一
年
度
、
一
九
九
三
～
一
九
九
六
年
度
）
に
参
加
し
た
こ

と
、
原
秀
三
郎
氏
が
担
当
さ
れ
た
静
岡
県
の
県
史
編
さ
ん
委
員
会
古
代
部
会
に
一
九
八
五
年
度
よ
り
参
加
し
『
静
岡
県
史
』
資
料
編
四
原

始
・
古
代
（
一
九
八
九
年
三
月
）・
同
通
史
編
一
（
一
九
九
四
年
三
月
）
の
編
纂
に
携
わ
っ
た
こ
と
か
ら
地
域
史
料
研
究
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
の
で
、
鹿
児
島
県
立
図
書
館
奄
美
分
館
と
奄
美
歴
史
民
俗
資
料
館
が
所
蔵
す
る
奄
美
諸
島
史
料
や
『
名
瀬
市
誌
』
上
巻

（
一
九
六
八
年
三
月
刊
）
に
強
く
引
き
付
け
ら
れ
た
。
私
は
、
南
日
本
文
化
研
究
所
の
奄
美
諸
島
学
術
調
査
に
引
続
き
参
加
の
機
会
を
得

る
た
め
に
は
、『
南
日
本
文
化
』
誌
に
調
査
報
告
を
発
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
知
り
、
奄
美
諸
島
史
に
つ
い
て
編
年
体
史
料
集
を
編

纂
す
る
こ
と
で
奄
美
諸
島
学
術
調
査
に
参
加
で
き
れ
ば
と
考
え
、
一
二
六
六
年
か
ら
十
七
世
紀
初
め
ま
で
を
対
象
と
し
た
「
奄
美
群
島
編

年
史
料
集
稿
」
を
掲
載
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
と
し
た
。
私
は
、
毎
年
八
月
末
か
ら
九
月
初
め
の
時
期
に
一
週
間
行
わ
れ
る
南
日
本
文
化
研

究
所
の
奄
美
諸
島
学
術
調
査
に
、
一
九
八
八
年
度
の
笠
利
町
の
調
査
に
続
き
、
一
九
八
九
年
度
の
和
泊
町
・
知
名
町
、
一
九
九
〇
年
度
の

与
論
町
、
一
九
九
一
年
度
の
徳
之
島
町
・
天
城
町
・
伊
仙
町
、
一
九
九
二
年
度
の
天
城
町
、
一
九
九
三
年
度
の
宇
検
村
、
一
九
九
四
年
度

の
喜
界
町
、
一
九
九
五
年
度
の
名
瀬
市
、
一
九
九
七
年
度
の
瀬
戸
内
町
、
一
九
九
八
年
度
の
龍
郷
町
、
一
九
九
九
年
度
の
笠
利
町
、

二
〇
〇
〇
年
度
の
徳
之
島
町
の
調
査
に
参
加
の
機
会
を
得
た
。
私
は
、「
奄
美
群
島
編
年
史
料
集
稿
」
を
、『
南
日
本
文
化
』
の
二
二
号

（
一
九
九
〇
年
三
月
）
か
ら
三
一
号
（
一
九
九
八
年
八
月
）
ま
で
に
、
八
回
に
わ
た
り
掲
載
し
た
。

　

一
九
九
一
年
に
笠
利
町
土とも
り盛
で
発
見
さ
れ
た
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
（
夜
光
貝
）
大
量
出
土
遺
跡
の
マ
ツ
ノ
ト
遺
跡
は
、
南
島
史
解
明
の
た
め
の

重
要
な
遺
跡
で
あ
っ
た
が
、
保
存
と
調
査
成
果
公
開
が
課
題
と
さ
れ
て
い
た
。
古
代
南
島
史
に
関
心
を
持
た
れ
て
い
た
鈴
木
靖
民
氏
は
、

笠
利
町
教
育
委
員
会
に
働
き
か
け
、
笠
利
町
教
育
委
員
会
と
共
同
し
て
、
マ
ツ
ノ
ト
遺
跡
の
調
査
・
保
存
と
歴
史
的
評
価
の
た
め
に
、

一
九
九
五
年
一
月
に
笠
利
町
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
よ
み
が
え
る
古
代
の
奄
美
」
を
開
催
し
、
奄
美
諸
島
の
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
の
日
本
列
島
の
古

代
社
会
に
お
け
る
重
要
性
を
提
唱
さ
れ
た
。
私
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
「
初
期
奄
美
諸
島
社
会
研
究
の
方
法
─
文
献
史
学
の
立
場
か
ら
」
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の
報
告
の
機
会
を
得
た
。『
マ
ツ
ノ
ト
遺
跡
（
（
（

』
の
「
序
文
」・「
お
わ
り
に
」
に
、
鈴
木
氏
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
の
尽
力
の
次
第
が
記
さ

れ
て
い
る
。

3
　
正
倉
院
文
書
研
究
か
ら
の
繋
が
り

　

私
は
、
史
料
編
纂
所
で
、
一
九
七
七
年
度
か
ら
、
土
田
先
生
と
皆
川
完
一
先
生
の
も
と
で
、
正
倉
院
宝
物
の
正
倉
院
古
文
書
（
通
称
、

正
倉
院
文
書
）
の
調
査
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
毎
年
秋
の
正
倉
院
開
封
期
間
中
に
、
宮
内
庁
の
許
可
を
得
て
正
倉
院
事
務
所
で
実

施
さ
れ
る
正
倉
院
古
文
書
調
査
の
折
、
私
は
奈
良
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
る
正
倉
院
展
を
観
覧
し
た
。
正
倉
院
古
文
書
は
皇
后
宮
職
や

東
大
寺
等
の
写
経
事
業
等
に
関
わ
る
文
書
群
で
、
正
倉
院
宝
物
に
は
正
倉
院
古
文
書
の
外
に
献
物
帳
・
宝
物
附
随
文
書
・
宝
物
出
納
文
書

や
文
書
の
往
来
軸
、
ま
た
宝
物
に
付
さ
れ
た
銘
文
等
の
文
字
資
料
が
あ
る
。
正
倉
院
事
務
所
保
存
課
長
で
あ
っ
た
松
嶋
順
正
先
生
の
編
著

『
正
倉
院
寳
物
銘
文
集
成
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
七
月
）
は
、
正
倉
院
宝
物
中
の
銘
文
や
宝
物
附
随
文
書
等
を
掲
載
す
る
資
料
集

で
、
華
厳
経
論
の
帙
に
反
故
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
新
羅
村
落
文
書
等
の
新
羅
文
書
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
鈴
木
靖
民
氏
は
「
正
倉
院

佐
波
理
加
盤
付
属
文
書
の
基
礎
的
研
究
」（『
朝
鮮
学
報
』
八
五
号
、
一
九
七
七
年
一
〇
月
）
に
よ
り
、
正
倉
院
宝
物
中
の
新
羅
文
書
の
研

究
を
発
表
さ
れ
た
。
私
は
、
正
倉
院
古
文
書
を
研
究
す
る
に
は
正
倉
院
宝
物
中
の
文
書
や
往
来
軸
や
銘
文
資
料
等
も
知
る
必
要
が
あ
る
こ

と
を
認
識
し
た
。
そ
し
て
、『
正
倉
院
寶
物
』（
全
一
〇
巻
、
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
四
～
一
九
九
七
年
）
を
見
て
い
た
と
こ
ろ
、『
正
倉

院
寶
物
』
9
・
南
倉
Ⅲ
（
一
九
九
七
年
）
に
、
南
倉
174
「
古
櫃
」
の
「
第
206
号
櫃
」（
唐
櫃
）
に
納
め
ら
れ
た
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
の
螺
殻
（「
其

25　

螺
殻
」）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
正
倉
院
宝
物
に
は
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
を
用
い
た
螺
鈿
細
工
の
宝
物
が
あ
る
こ
と
は
知
っ

て
い
た
が
、
螺
殻
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
驚
い
た
。
ま
た
「
第
206
号
櫃
」
に
は
、「
其
24　

椰
子
実
」
も
あ
っ
た
。『
正
倉
院
寶
物
』

9
に
は
、「
其
24　

椰
子
実
」
に
つ
い
て
、「
コ
コ
ヤ
シ
の
果
核
を
自
然
の
ま
ま
の
形
で
利
用
し
、
人
面
に
見
立
て
て
目
鼻
眉
を
描
い
た
も
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の
、
内
面
に
塗
料
の
塗
ら
れ
た
よ
う
な
痕
跡
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
容
器
と
し
て
用
い
た
も
の
と
さ
れ
る
。
南
方
よ
り
漂
着
し
た
椰
子
を
加

工
し
た
の
か
、
す
で
に
加
工
し
た
も
の
を
輸
入
し
た
の
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
わ
か
ら
な

い
。
建
久
四
年
（
一
一
九
三
）
の
開
検
目
録
に
「
海
蠲
（
髑
）
子
」
と
記
さ
れ
る
も
の
に
あ
た
り
、
そ
の
こ
ろ
す
で
に
宝
庫
に
納
め
ら
れ

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」（
二
四
八
頁
）、「
其
25　

螺
殻
」
に
つ
い
て
、「
夜
光
貝
の
貝
殻
。
正
倉
院
に
伝
わ
る
螺
鈿
で
飾
っ
た
宝
物

の
ほ
と
ん
ど
が
夜
光
貝
を
用
い
て
い
る
が
、
本
品
が
工
芸
材
料
と
し
て
宝
庫
に
伝
わ
っ
た
も
の
か
ど
う
か
は
不
明
」（
二
四
八
頁
）
と
記

し
て
あ
る
。
螺
殻
と
椰
子
実
は
、
二
〇
〇
八
年
の
第
六
〇
回
正
倉
院
展
に
、
同
じ
唐
櫃
に
納
め
ら
れ
た
虹
龍
（
イ
タ
チ
科
の
テ
ン
（
貂
））

と
共
に
出
陳
さ
れ
た
。
椰
子
実
は
、『
正
倉
院
紀
要
』
三
二
号
（
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）
の
「
年
次
報
告
」
に
調

査
結
果
が
掲
載
さ
れ
、
螺
殻
に
つ
い
て
は
木
下
尚
子
氏
の
「
正
倉
院
伝
来
の
貝
製
品
と
貝
殻
─
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
を
中
心
と
し
て
─
」（『
正
倉

院
紀
要
』
三
一
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）
に
調
査
所
見
が
記
さ
れ
て
い
る
。
私
は
、
奄
美
諸
島
を
含
む
南
島
と
古
代
日
本
と
の
交
流
を
、

ヤ
コ
ウ
ガ
イ
や
椰
子
実
か
ら
も
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
、
正
倉
院
宝
物
か
ら
改
め
て
認
識
し
た
。

4
　「
沖
縄
の
歴
史
情
報
研
究
」
へ
の
参
加
と
島
津
家
文
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開

　

私
は
、
一
九
八
四
年
か
ら
史
料
編
纂
所
で
歴
史
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
導
入
に
関
わ
っ
て
い
た
の
で
、
重
点
領
域
研
究
「
沖
縄
の
歴
史
情

報
研
究
」（
一
九
九
四
～
一
九
九
七
年
度
。
研
究
代
表
者
、
岩
崎
宏
之
）
に
参
加
の
機
会
を
得
た
。
私
は
、「
沖
縄
の
歴
史
情
報
研
究
」
の

活
動
で
、
沖
縄
の
研
究
者
と
交
流
の
機
会
を
得
る
と
と
も
に
、
沖
縄
を
訪
問
し
た
際
に
は
琉
球
大
学
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
山
里
純
一
氏
に

教
示
を
得
た
。
山
里
氏
に
は
、
御
郷
里
の
石
垣
島
の
史
跡
や
祭
祀
も
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。
私
は
、
南
島
の
馬
へ
の
関
心
か
ら
、

二
〇
〇
九
年
二
月
、
山
里
氏
に
石
垣
島
の
島
馬
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
近
世
の
琉
球
王
府
の
御
厩
別
當
真
喜
志
家
の
家
譜
を
石
垣

市
在
住
の
御
子
孫
の
お
宅
に
伺
い
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に
私
は
、
一
人
で
与
那
国
島
に
渡
り
、
山
里
氏
か
ら
紹
介
を
得
た
与
那
国
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島
馬
保
存
会
顧
問
の
方
に
北
牧
場
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
、ま
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ヨ
ナ
グ
ニ
ウ
マ
ふ
れ
あ
い
広
場
で
島
馬
に
乗
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

私
は
、「
奄
美
群
島
編
年
史
料
集
稿
」
二
（『
南
日
本
文
化
』
二
三
号
、
一
九
九
一
年
三
月
）
編
纂
の
時
か
ら
、
琉
球
家
譜
の
奄
美
諸
島

関
係
記
事
の
採
録
を
、
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
編
の
『
那
覇
市
史
』
資
料
篇
第
1
巻
5
家
譜
資
料
㈠
総
合
、
6
家
譜
資
料
㈡
久
米
系

家
譜
、
7
家
譜
資
料
㈢
首
里
系
、
8
家
譜
資
料
㈣
那
覇･

泊
系
（
一
九
七
六
年
、
一
九
八
〇
年
、
一
九
八
二
年
、
一
九
八
三
年
）
と
『
氏

集
』（
一
九
七
六
年
初
版
。
現
在
、
第
五
版
増
補
改
訂
版
、
那
覇
市
歴
史
博
物
館
刊
、
二
〇
〇
八
年
）
に
よ
り
始
め
た
。
一
九
九
四
年

一
〇
月
に
「
沖
縄
の
歴
史
情
報
研
究
」
の
研
究
会
を
史
料
編
纂
所
で
開
催
し
た
時
、
那
覇
市
市
民
文
化
部
歴
史
資
料
室
室
長
の
田
名
真
之

氏
（
現
、
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
館
長
）
が
参
加
さ
れ
、
歴
史
資
料
室
に
は
『
那
覇
市
史
』
資
料
篇
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
琉
球
家

譜
の
写
本
や
複
写
版
が
多
数
あ
る
か
ら
と
私
に
閲
覧
を
勧
め
て
下
さ
っ
た
。
私
は
、
一
九
九
六
年
に
那
覇
市
の
歴
史
資
料
室
を
訪
問
し
、

琉
球
家
譜
等
の
閲
覧
を
し
た
。
そ
し
て
私
は
、
二
〇
一
〇
年
ま
で
、
歴
史
資
料
室
と
そ
の
後
継
施
設
の
那
覇
市
歴
史
博
物
館
を
度
々
訪
問

し
て
琉
球
家
譜
を
閲
覧
し
、
ま
た
沖
縄
県
立
図
書
館
郷
土
資
料
室
に
お
い
て
も
琉
球
家
譜
や
東
恩
納
寛
惇
文
庫
の
資
料
等
を
閲
覧
し
、
奄

美
諸
島
・
鹿
児
島
藩
・
日
本
等
に
係
わ
る
記
事
を
探
し
て
き
た
。「
沖
縄
の
歴
史
情
報
研
究
」
で
は
、
一
九
九
五
年
か
ら
大
分
大
学
に
務

め
ら
れ
て
い
た
田
畑
千
秋
氏
に
相
談
し
、
一
九
九
六
年
一
月
に
総
括
班
研
究
会
「
奄
美
の
琉
球
史
料
─
奄
美
地
域
の
歴
史
情
報
研
究
」
を

奄
美
博
物
館
で
開
催
し
た
。
私
は
こ
れ
を
機
に
、
奄
美
博
物
館
の
久
伸
博
氏
（
現
、
奄
美
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
長
）・
高
梨
修
氏

（
現
、
奄
美
博
物
館
長
）
や
奄
美
諸
島
の
地
域
史
研
究
者
と
新
た
な
交
流
の
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
沖
縄
の
歴
史
情
報
研
究
」
に
参
加
し
た
史
料
編
纂
所
は
、
山
本
博
文
氏
を
中
心
に
島
津
家
文
書
（
狭
義
の
「
島
津
家
文
書
」
と
島
津

家
本
等
と
か
ら
な
る
）
の
目
録
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
を
進
め
、
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
（
現
、
鹿
児
島
県
歴
史
・
美
術

セ
ン
タ
ー
黎
明
館
）
の
委
託
事
業
「『
島
津
家
文
書
』
の
収
集
研
究
」（
一
九
九
七
～
一
九
九
九
年
度
）
に
よ
り
島
津
家
文
書
の
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
撮
影
を
行
っ
た
。
ま
た
史
料
編
纂
所
は
、
歴
史
情
報
シ
ス
テ
ム
充
実
の
一
環
と
し
て
『
大
日
本
史
料
』
や
『
大
日
本
古
文
書
』
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の
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も
公
開
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
り
島
津
家
文
書
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
が
展
開
し
、
古
代
史
を
学
ぶ
私
で
も

島
津
家
文
書
を
利
用
で
き
る
環
境
と
な
っ
た
。
黎
明
館
は
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
二
九
日
か
ら
一
〇
月
二
二
日
ま
で
「
奇
跡
の
至
宝
「
島
津

家
文
書
」」
展
を
開
催
し
、
史
料
編
纂
所
は
島
津
家
文
書
を
出
陳
し
た
。
ま
た
史
料
編
纂
所
は
、『
大
日
本
史
料
』
等
刊
行
開
始
百
周
年
記

念
事
業
と
し
て
、
東
京
国
立
博
物
館
と
共
催
で
二
〇
〇
一
年
一
二
月
一
一
日
か
ら
二
〇
〇
二
年
一
月
二
七
日
に
特
別
展
「
時
を
超
え
て
語

る
も
の
─
史
料
と
美
術
の
名
宝
」
を
開
催
し
、
島
津
家
文
書
も
出
陳
し
た
。
私
は
島
津
家
本
の
名
越
左
源
太
編
著
『
南
島
雑
話
』
の
展
示

解
説
を
書
い
た
。
ま
た
私
は
、『
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
通
信
』
二
九
～
三
五
・
三
七
・
三
九
～
四
九
号
（
二
〇
〇
五
年
四
月
～

二
〇
〇
六
年
一
〇
月
、
二
〇
〇
七
年
四
月
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
～
二
〇
一
〇
年
四
月
）
に
「
南
島
雑
話
と
そ
の
周
辺
」（
⑴
～
⒅
・
訂

正
表
）
を
掲
載
し
、『
南
島
雑
話
』
や
琉
球
・
奄
美
諸
島
画
像
史
料
の
研
究
を
試
み
た
。
数
年
前
、
國
立
臺
灣
大
學
圖
書
館
所
蔵
田
代
安

定
文
庫
か
ら
『
南
島
雑
話
』
の
原
本
の
残
簡
が
見
出
さ
れ
た
が
（
（
（

、
そ
の
利
用
に
は
条
件
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
私
の
『
南
島
雑
話
』
研
究

は
止
ま
っ
て
い
る
。

5
　
奄
美
諸
島
に
お
け
る
奄
美
諸
島
史
料
研
究
の
新
展
開

　

二
〇
〇
一
年
一
〇
月
、
奄
美
郷
土
研
究
会
の
弓
削
政
己
氏
及
び
瀬
戸
内
町
・
宇
検
村
・
住
用
村
・
大
和
村
の
自
治
体
誌
編
纂
関
係
者
等

の
調
査
に
よ
り
、
鹿
児
島
県
立
図
書
館
所
蔵
「
大
島
古
図
」（K

2984/ｵ

）
が
鹿
児
島
藩
の
作
成
し
た
嘉
永
四
～
五
年
（
一
八
五
一
～

五
二
年
）
の
海
防
図
で
あ
る
こ
と
が
明
か
に
さ
れ
、
二
〇
〇
二
年
三
月
に
名
護
博
物
館
所
蔵
「
琉
球
嶌
真
景
」（
一
九
八
三
年
寄
贈
）
が

京
都
四
条
派
の
岡
本
豊
彦
（
一
七
七
三
～
一
八
四
五
年
）
の
作
品
の
奄
美
大
島
風
景
画
一
一
点
で
あ
る
こ
と
が
明
か
に
さ
れ
た
（
（
（

。

二
〇
〇
二
年
八
月
に
奄
美
博
物
館
で
「
琉
球
嶌
真
景
」
が
展
示
さ
れ
、
二
〇
〇
三
年
四
～
七
月
に
黎
明
館
の
「
描
か
れ
た
奄
美
」
展
で

「
大
島
古
図
」
と
「
琉
球
嶌
真
景
」
が
展
示
さ
れ
、
二
〇
〇
三
年
八
月
に
笠
利
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
（
現
、
奄
美
市
歴
史
民
俗
資
料
館
）
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で
「
大
島
古
図
」
が
展
示
さ
れ
、
同
年
八
～
九
月
に
奄
美
博
物
館
の
「
古
文
書
が
語
る
奄
美
」
展
で
「
大
島
古
図
」
が
展
示
さ
れ
た
。

一
九
九
〇
年
に
奄
美
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
た
永
井
家
本
『
南
島
雑
話
』
の
修
復
が
な
り
、
二
〇
〇
四
年
九
月
に
奄
美
博
物
館
の
「
南

島
雑
話
と
名
越
左
源
太
」
展
で
公
開
さ
れ
た
。
私
は
史
料
編
纂
所
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
の
研
究
費
で
、
二
〇
〇
五
年
三
月
に
「
大
島

古
図
」
を
撮
影
し
、
鹿
児
島
県
立
図
書
館
に
原
寸
大
カ
ラ
ー
写
真
と
画
像
フ
ァ
イ
ル
を
寄
贈
し
た
（
（
（

。「
大
島
古
図
」
の
撮
影
は
、
鹿
児
島

県
立
図
書
館
の
許
可
を
得
て
、
隣
の
黎
明
館
の
写
場
に
借
り
出
し
、
東
京
か
ら
派
遣
さ
れ
た
大
型
資
料
撮
影
に
熟
練
し
た
写
真
技
師
に
よ

り
、
絵
図
に
正
対
し
全
体
撮
影
と
区
分
撮
影
で
き
る
装
置
を
搬
入
し
て
行
わ
れ
た
。
私
は
、「
琉
球
嶌
真
景
」
も
名
護
博
物
館
の
許
可
を

得
て
二
〇
〇
七
年
一
月
に
沖
縄
の
写
真
撮
影
業
者
に
撮
影
し
て
も
ら
い
、
名
護
博
物
館
に
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
と
プ
リ
ン
ト
を
寄
贈
し
、
史

料
編
纂
所
に
は
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
（6647-2

。
附
、
画
像
デ
ー
タ
）
を
収
蔵
し
た
。
こ
の
よ
う
に
二
〇
〇
〇
年
前
後
か
ら
、
新
た
な
奄
美

諸
島
の
画
像
史
料
が
出
現
し
、
ま
た
小
湊
フ
ワ
ガ
ネ
ク
遺
跡
（
奄
美
市
）・
城
久
遺
跡
群
（
喜
界
町
）・
カ
ム
ィ
ヤ
キ
窯
跡
遺
跡
群
（
伊
仙

町
）・
赤あ
か
き
な

木
名
城
跡
（
奄
美
市
）
等
の
遺
跡
・
史
跡
の
調
査
研
究
の
展
開
も
あ
り
、
奄
美
諸
島
史
研
究
は
新
段
階
に
進
む
こ
と
と
な
っ

た
。
私
も
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
奄
美
諸
島
編
年
史
料
編
纂
と
共
に
、
様
々
な
前
近
代
奄
美
諸
島
史
料
に
も
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

二　

奄
美
諸
島
の
歴
史
文
化
遺
産
と
奄
美
諸
島
史

1
　
系
図
文
書
焼
棄
論
を
超
え
て

　

国
指
定
及
び
鹿
児
島
県
指
定
の
奄
美
諸
島
十
二
市
町
村
の
文
化
財
は
、
天
然
記
念
物
・
建
造
物
・
考
古
資
料
・
史
跡
・
民
俗
文
化
財
等

多
数
あ
り
、
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
鹿
児
島
県
内
の
文
化
財
一
覧
」
に
、
二
〇
一
九
年
八
月
現
在
、
六
九
件
が
示
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
十
二
市
町
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
文
化
財
の
一
覧
や
概
要
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
一
九
八
八
年
に
鹿
児
島
県
立
図
書
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館
奄
美
分
館
と
名
瀬
市
立
奄
美
歴
史
民
俗
資
料
館
で
、『
名
瀬
市
誌
』
等
市
町
村
誌
、「
名
瀬
市
史
編
纂
委
員
会
資
料
」
等
の
地
域
史
誌
編

纂
資
料
、『
奄
美
郷
土
研
究
会
報
』
等
郷
土
史
研
究
誌
を
閲
覧
し
た
時
、
私
は
、
松
下
志
朗
先
生
が
『
近
世
奄
美
の
支
配
と
社
会
』
の

「
参
考
書
目
」
に
収
載
さ
れ
た
膨
大
な
奄
美
諸
島
の
史
料
と
地
域
史
研
究
論
著
の
存
在
を
実
感
し
た
。
そ
し
て
私
は
、
南
日
本
文
化
研
究

所
の
調
査
に
参
加
し
て
各
市
町
村
の
図
書
館
や
資
料
館
等
を
巡
り
、
奄
美
諸
島
史
料
と
市
町
村
誌
編
纂
資
料
が
多
く
蓄
積
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
知
っ
た
。
二
〇
一
九
年
時
点
の
奄
美
諸
島
の
市
町
村
誌
や
資
料
集
は
、
表
1
の
如
く
で
あ
る
。
表
1
で
は
、
郷
土
史
研
究
会
誌
、
発

掘
調
査
報
告
書
や
史
跡
関
係
報
告
書
は
略
す
る
が
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
公
開
の
報
告
書
等
は
奈
良
文
化
財
研
究
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
奄
美
遺
産
活

用
実
行
委
員
会
「
電
子
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
奄
美
」
で
確
認
で
き
る
。

　

私
は
、
二
〇
〇
八
年
度
よ
り
人
間
文
化
研
究
機
構
で
研
究
情
報
資
源
共
有
化
事
業
を
担
当
し
た
こ
と
か
ら
人
文
系
情
報
学
研
究
者
と
の

交
流
の
機
会
を
得
て
、
情
報
処
理
学
会
の
第
九
三
回
人
文
科
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
研
究
発
表
会
を
、
奄
美
博
物
館
の
協
力
に
よ
り

二
〇
一
二
年
一
月
に
奄
美
市
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
私
は
、
研
究
発
表
会
で
「
奄
美
遺
産
か
ら
日
本
列
島
史
を
見
直
す
」（
注
1

参
照
）
の
報
告
を
行
い
、
多
様
で
豊
か
な
奄
美
諸
島
史
料
に
つ
い
て
語
る
た
め
に
、
先
に
「
歴
史
と
素
材
」（
注
1
参
照
）
で
記
し
た
奄

美
諸
島
史
に
お
け
る
系
図
文
書
焼
棄
論
に
つ
い
て
再
度
論
じ
た
。
明
治
時
代
以
来
、
奄
美
諸
島
史
研
究
に
お
い
て
、
系
図
文
書
焼
棄
論
が

主
張
さ
れ
て
き
た
。
加
計
呂
麻
島
の
芝
（
瀬
戸
内
町
）
出
身
で
、
戦
後
の
奄
美
群
島
日
本
復
帰
運
動
を
主
導
し
た
ロ
シ
ア
文
学
者

昇
の
ぼ
り

曙しょ
夢む
は
、
戦
中
か
ら
執
筆
を
始
め
て
一
九
四
九
年
に
公
刊
し
た
『
大
奄
美
史
』（
奄
美
社
）
に
お
い
て
、「
凡
そ
拠
る
べ
き
歴
史
を
有
た

な
い
民
族
ほ
ど
哀
れ
む
べ
き
も
の
は
な
い
。
歴
史
は
実
に
そ
の
民
族
が
祖
先
の
業
績
と
伝
統
と
を
立
証
す
る
唯
一
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る

ば
か
り
で
な
く
、
民
族
生
活
の
依
て
立
つ
べ
き
大
き
な
背
景
で
あ
り
、
同
時
に
将
来
の
発
展
向
上
を
図
る
う
え
に
お
け
る
最
も
強
い
大
き

な
力
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
大
島
の
人
々
は
そ
の
誇
り
で
あ
り
力
で
あ
る
歴
史
を
藩
庁
の
奸
計
に
よ
つ
て
根
こ
そ
ぎ
失
つ
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
が
た
め
島
民
は
誇
る
べ
き
祖
先
の
伝
統
を
失
つ
て
、
自
卑
自
屈
の
敗
残
者
と
し
て
暗
い
運
命
を
辿
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
や
う
に
な
つ
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表 1　奄美諸島十二市町村地域の地域誌編纂事業及び地域誌・史料集等一覧
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た
」（
二
六
六
～
二
六
七
頁
）
と
論
じ
、
奄
美
大
島
の
「
文
化
史
的

意
義
を
闡
明
」
し
「
奄
美
諸
島
に
宝
石
の
如
く
散
在
す
る
豊
富
な
る

文
化
財
を
、
広
く
方
言
・
宗
教
・
土
俗
・
風
習
・
歌
謡
・
伝
説
等
に

亘
つ
て
、
普
く
蒐
集
し
、
出
来
得
る
限
り
そ
の
由
来
と
根
源
を
探
求

し
な
が
ら
、
そ
の
民
俗
学
的
意
義
を
闡
明
」
し
、「
余
り
に
も
圧
迫

さ
れ
た
過
去
の
悲
惨
な
思
ひ
出
と
、
今
で
は
潜
在
意
識
と
ま
で
な
つ

て
ゐ
る
暗
い
心
理
よ
り
島
民
を
解
放
し
て
、
明
る
い
希
望
の
生
活
に

向
け
直
」
す
と
い
う
希
い
を
記
し
た
（
二
～
三
頁
）。
昇
の
『
大
奄

美
史
』
は
、
奄
美
の
歴
史
と
文
化
を
知
る
こ
と
を
通
じ
て
同
胞
の
覚

醒
を
求
め
る
書
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
昇
の
「
大
島
の
人
々
は
そ

の
誇
り
で
あ
り
力
で
あ
る
歴
史
を
藩
庁
の
奸
計
に
よ
つ
て
根
こ
そ
ぎ

失
つ
た
」
と
の
認
識
は
、
系
図
文
書
焼
棄
論
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
都と
成なり
植うえ
義よしが
『
奄
美
史
談
』（
明
治
三
十
三
年
版
。
山
元
徳
二

刊
）
で
提
示
し
た
系
図
文
書
焼
棄
論
は
、
元
禄
九
（
一
六
九
六
）
年

四
月
二
十
三
日
の
鹿
児
島
大
火
に
よ
り
、
元
禄
七
年
の
鹿
児
島
藩
士

に
対
す
る
記
録
所
へ
の
文
書
差
出
の
命
令
に
従
い
、
奄
美
諸
島
の
間

切
役
人
層
が
元
禄
八
年
に
記
録
所
に
提
出
し
た
系
図
・
文
書
（
多
く

の
場
合
、
写
本
が
提
出
さ
れ
原
本
は
現
地
に
残
さ
れ
た
）
が
焼
失
し
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た
事
故
の
記
憶
が
、
鹿
児
島
藩
に
よ
る
奄
美
諸
島
支
配
へ
の
反
撥
に
よ
っ
て
権
力
的
略
奪
・
隠
滅
に
よ
る
被
害
の
伝
承
へ
と
転
化
し
た
も

の
で
あ
る
。
元
禄
八
年
の
大
島
か
ら
の
文
書
差
出
は
、
大
島
の
和にぎ
家
文
書
・
松
岡
家
文
書
に
、
間
切
役
人
層
か
ら
文
書
を
預
か
り
記
録
所

に
提
出
し
た
前
代
官
伊
地
知
五
兵
衛
の
預
状
な
ど
が
残
さ
れ
て
お
り
、
謀
略
に
よ
る
詐
取
・
焼
却
で
は
な
か
っ
た
。
宝
永
三

（
一
七
〇
六
）
年
の
文
書
差
出
令
に
従
っ
て
奄
美
諸
島
か
ら
系
図
・
文
書
等
を
差
出
し
た
事
例
は
、
大
島
屋や
き
う
ち

喜
内
間
切
須す
こ古

の
元
は
じ
め家

系
図

（『
奄
美
大
島
諸
家
系
譜
集
』）、
喜
界
島
志し
い
ー
戸
桶

し
と
お
け

間
切
志
戸
桶
の
孝
野
家
文
書
に
残
さ
れ
て
い
る
。
琉
球
国
・
鹿
児
島
藩
統
治
時
代
の
奄
美

諸
島
関
係
史
料
は
、
奄
美
諸
島
史
料
を
核
と
し
て
多
様
な
分
野
か
ら
な
り
、
多
く
の
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。

2
　
黎
明
館
「
奄
美
群
島
歴
史
資
料
調
査
事
業
」
の
成
果

　
「
図　

琉
球
国
・
鹿
児
島
藩
統
治
時
代
の
奄
美
諸
島
関
係
史
料
」
に
示
す
如
く
多
様
な
奄
美
諸
島
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
私
は
、

一
九
九
九
・
二
〇
〇
〇
年
度
と
二
〇
〇
三
・
二
〇
〇
四
年
度
に
、
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
の
史
料
編
さ
ん
顧
問
を
務
め
る
機

会
が
あ
っ
た
。
二
〇
〇
一
年
一
月
二
六
日
開
催
の
編
さ
ん
顧
問
会
議
で
、
私
は
鹿
児
島
県
史
料
全
体
へ
の
己
の
知
識
が
十
分
で
は
な
い
こ

と
を
知
り
つ
つ
も
、
奄
美
諸
島
に
は
多
く
の
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
『
鹿
児
島
県
史
料
』
で
奄
美
諸
島
史
料
を
取
り
上
げ
て
は
い
か

が
か
と
発
言
し
た
。
前
年
二
〇
〇
〇
年
二
月
五
日
の
黎
明
館
講
演
会
で
「
古
奄
美
諸
島
社
会
史
─
一
四
～
一
六
世
紀
の
奄
美
─
」
の
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
（
（1
（

、
ま
た
会
議
翌
日
二
七
日
の
講
演
会
で
も
「
一
七
世
紀
の
奄
美
諸
島
社
会
」
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
あ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
今
𠮷
弘
館
長
は
奄
美
諸
島
史
料
調
査
の
必
要
を
理
解
さ
れ
て
即
座
に
対
応
し
て
下
さ
っ
た
。
黎
明
館
に
お
い
て
、
鹿
児
島

県
の
地
域
雇
用
促
進
事
業
に
よ
る
「
奄
美
群
島
歴
史
資
料
調
査
事
業
」
が
、
尾
口
義
男
調
査
史
料
室
長
を
中
心
と
し
て
企
画
さ
れ
、

二
〇
〇
二
～
二
〇
〇
四
年
度
に
奄
美
郷
土
研
究
会
に
委
託
し
て
実
施
さ
れ
た
。
私
は
、
編
さ
ん
顧
問
会
議
で
奄
美
諸
島
史
料
総
合
調
査
の

必
要
性
を
述
べ
た
こ
と
も
あ
り
、
二
〇
〇
三
・
二
〇
〇
四
年
度
に
再
度
、
編
さ
ん
顧
問
会
議
に
参
加
す
る
機
会
も
あ
っ
た
の
で
、「
奄
美
群
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図　琉球国・鹿児島藩統治時代の奄美諸島関係史料
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島
歴
史
資
料
調
査
事
業
」
の
経
過
と
成
果
の
概
要
を
、
編
さ
ん
顧
問
会
議
の
場
で
ま
た
調
査
史
料
室
の
方
々
よ
り
伺
う
機
会
を
得
た
。「
奄

美
群
島
歴
史
資
料
調
査
事
業
」
を
受
託
し
た
奄
美
郷
土
研
究
会
は
、
奄
美
博
物
館
の
協
力
を
得
て
調
査
本
部
を
奄
美
博
物
館
に
置
き
、
改

訂
名
瀬
市
誌
編
纂
委
員
会
編
『
改
訂
名
瀬
市
誌
』
一
・
二
・
三
（
名
瀬
市
、
一
九
九
六
年
六
月
）
の
事
業
へ
の
参
加
の
経
験
を
有
し
た
児
玉

永
伯
氏
が
調
査
の
総
括
を
担
当
し
た
。「
奄
美
群
島
歴
史
資
料
調
査
事
業
」
の
調
査
本
部
は
、
奄
美
諸
島
を
中
心
に
調
査
を
実
施
し
、
三

年
間
で
八
千
数
百
件
の
史
料
の
調
書
と
一
部
の
史
料
の
写
真
デ
ー
タ
を
作
成
し
黎
明
館
に
提
出
し
た
（
（（
（

。
調
査
成
果
の
歴
史
資
料
目
録
・
目

録
カ
ー
ド
・
写
真
デ
ー
タ
は
黎
明
館
に
納
め
ら
れ
、
目
録
カ
ー
ド
等
の
副
本
は
奄
美
博
物
館
に
も
保
管
さ
れ
て
い
る
。
黎
明
館
は
、
事
業

成
果
公
開
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
り
行
う
た
め
、
鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
と
協
議
し
て
二
〇
〇
五
年
に
協
定
を
締
結
し
（
（1
（

、
調
査
デ
ー
タ

は
鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
奄
美
古
文
書
所
在
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
と
し
て
公
開
さ
れ
た
。

　

私
は
、
後
述
の
「
宇
検
村
・
伊
仙
町
・
奄
美
市
文
化
財
総
合
的
把
握
モ
デ
ル
事
業
」（
二
〇
〇
八
～
二
〇
一
〇
年
度
）
の
歴
史
文
化
基

本
構
想
策
定
専
門
委
員
会
に
参
加
し
た
時
、
黎
明
館
の
徳
永
和
喜
調
査
史
料
室
長
（
現
、
西
郷
南
洲
翁
顕
彰
館
館
長
）
に
委
員
と
し
て
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
奄
美
遺
産
の
核
と
な
る
奄
美
諸
島
史
料
の
記
録
・
保
存
・
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
徳
永
氏
は
、
黎
明
館
の
「
奄

美
群
島
歴
史
資
料
調
査
事
業
」
の
奄
美
郷
土
研
究
会
へ
の
委
託
実
務
と
、
奄
美
郷
土
研
究
会
か
ら
各
年
度
事
業
終
了
時
に
黎
明
館
に
送
付

さ
れ
た
調
査
カ
ー
ド
・
集
計
表
の
受
入
れ
と
管
理
を
担
当
さ
れ
て
い
た
の
で
、「
奄
美
群
島
歴
史
資
料
調
査
事
業
」
の
成
果
が
「
奄
美
遺

産
」
の
重
要
な
構
成
部
分
と
な
る
こ
と
を
理
解
さ
れ
、
二
〇
一
〇
年
一
月
に
調
査
史
料
室
で
三
か
年
の
集
計
表
を
統
合
し
た
調
査
票
一
覧

を
作
成
さ
れ
た
。
調
査
史
料
室
の
教
示
に
よ
る
と
、
黎
明
館
は
二
〇
一
三
年
三
月
に
、
奄
美
諸
島
十
二
市
町
村
教
育
委
員
会
に
「
奄
美
群

島
歴
史
資
料
調
査
事
業
」
成
果
デ
ー
タ
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
に
し
て
配
布
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
奄
美
群
島
歴
史
資
料
調
査
事

業
」
の
調
査
カ
ー
ド
に
は
、
史
料
群
・
個
体
史
料
の
階
層
構
造
が
十
分
に
は
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
同
一
史
料
の
原
本
と
写
本
・
複

写
本
と
史
料
集
の
相
互
関
係
が
記
述
さ
れ
て
い
な
い
事
例
、
一
史
料
群
に
属
す
る
個
体
史
料
が
独
立
し
た
史
料
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
事
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例
、
史
料
群
の
み
掲
出
さ
れ
当
該
史
料
群
を
構
成
す
る
個
体
史
料
の
個
別
情
報
が
無
い
事
例
な
ど
、
史
料
目
録
と
し
て
な
お
整
理
す
べ
き

と
こ
ろ
が
あ
る
。
奄
美
諸
島
史
料
研
究
の
た
め
に
は
、
調
査
カ
ー
ド
情
報
を
集
成
し
た
調
査
表
一
覧
を
基
に
、
目
録
を
、
史
料
、
史
料

群
、
地
域
史
料
群
等
の
階
層
構
造
に
整
理
し
直
す
必
要
が
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。

3
　
文
化
財
総
合
的
把
握
モ
デ
ル
事
業
と
「
奄
美
遺
産
」
の
提
言

　

文
化
庁
は
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
三
〇
日
の
「
文
化
審
議
会
文
化
財
分
科
会
企
画
調
査
会
報
告
書
」
に
お
い
て
文
化
財
の
総
合
的
把
握

の
た
め
に
「
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
の
策
定
」
を
提
起
し
（
文
化
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
文
化
審
議
会
文
化
財
分

科
会
企
画
調
査
会
平
成
18
年
度
）、「「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
と
は
、
地
域
に
存
在
す
る
文
化
財
を
、
指
定
・
未
指
定
に
か
か
わ
ら
ず
幅

広
く
捉
え
て
、
的
確
に
把
握
し
、
文
化
財
を
そ
の
周
辺
環
境
ま
で
含
め
て
、
総
合
的
に
保
存
・
活
用
す
る
た
め
の
構
想
で
あ
り
、
地
方
公

共
団
体
が
文
化
財
保
護
行
政
を
進
め
る
た
め
の
基
本
的
な
構
想
と
な
る
も
の
で
す
。
各
地
方
公
共
団
体
が
「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
に
お

い
て
、
文
化
財
保
護
の
基
本
的
方
針
を
定
め
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
文
化
財
を
そ
の
周
辺
環
境
も
含
め
て
総
合
的
に
保
存
・
活
用
す
る
た
め

の
方
針
等
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
が
文
化
財
保
護
に
関
す
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
加
え
て
、
文
化
財
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
に
資
す
る
も
の
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
」
と
提

示
し
た
（
文
化
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
に
つ
い
て
）。
歴
史
文
化
基
本
構
想
策
定
の
た
め
に
、
文
化
庁
に
よ
る
「
文

化
財
総
合
的
把
握
モ
デ
ル
事
業
」
が
二
〇
〇
八
年
度
よ
り
三
か
年
計
画
で
実
施
さ
れ
、
広
域
連
携
モ
デ
ル
事
業
の
一
つ
と
し
て
宇
検
村
・

伊
仙
町
・
奄
美
市
の
文
化
財
総
合
的
把
握
モ
デ
ル
事
業
が
採
択
さ
れ
て
二
〇
〇
八
年
一
○
月
よ
り
二
〇
一
一
年
三
月
ま
で
実
施
さ
れ
、

「
奄
美
遺
産
」
が
提
言
さ
れ
た
。「
文
化
財
総
合
的
把
握
モ
デ
ル
事
業
」
の
成
果
は
、『
月
刊
文
化
財
』
五
七
七
号
（
二
〇
一
一
年
一
〇
月
）

に
、
宇
検
村
・
伊
仙
町
・
奄
美
市
の
事
業
が
「
奄
美
遺
産
の
提
案
（
宇
検
村
、
伊
仙
町
、
奄
美
市
）」
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
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事
業
報
告
書
『
宇
検
村
・
伊
仙
町
・
奄
美
市
歴
史
文
化
基
本
構
想
』（
宇
検
村
・
伊
仙
町
・
奄
美
市
、
二
〇
一
一
年
三
月
）
は
、
奄
美
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
文
化
財
∨
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
と
文
化
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
各
地
方
公
共
団
体
が
策
定
し
た
「
歴
史
文
化
基
本
構

想
」」
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
私
は
こ
の
事
業
を
企
画
し
先
導
し
た
中
山
清
美
奄
美
博
物
館
長
（
当
時
）
に
依
頼
さ
れ
、
歴

史
文
化
基
本
構
想
等
策
定
専
門
委
員
会
委
員
長
を
務
め
た
。
宇
検
村
・
伊
仙
町
・
奄
美
市
の
文
化
財
総
合
的
把
握
モ
デ
ル
事
業
は
、
奄
美

諸
島
十
二
市
町
村
の
う
ち
の
三
市
町
村
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
奄
美
諸
島
全
体
の
文
化
財
の
総
合
的
把
握
の
方
策
を
検
討
し
、
十
二
市

町
村
全
体
の
文
化
・
自
然
遺
産
を
「
奄
美
遺
産
」
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
を
提
唱
し
た
。「
奄
美
遺
産
」
を
構
成
す
る
「
市
町
村
遺
産
」

は
、「
不
動
産
遺
産
」（
遺
跡
、
建
築
物
・
工
作
物
、
自
然
物
等
か
ら
な
る
「
実
態
要
素
」
と
、
居
住
・
信
仰
・
伝
承
・
生
産
採
集
に
関
わ

る
場
や
遊
び
・
流
通
往
来
の
場
や
島
尾
敏
雄
・
田
中
一
村
・
復
帰
運
動
等
ゆ
か
り
の
場
な
ど
の
「
空
間
要
素
」）
と
、「
動
産
要
素
」（
文

献
・
資
料
、
美
術
工
芸
品
、
民
俗
器
具
装
束
等
の
「
有
形
要
素
」
と
、
民
俗
・
伝
承
、
唄
者
・
古
老
・
語
り
部
等
の
人
物
等
の
「
無
形
要

素
」）
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
と
が
提
起
さ
れ
た
。
ま
た
歴
史
文
化
基
本
構
想
に
つ
い
て
は
、「
電
子
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
奄
美
」
か
ら
も
、
宇
検

村
・
伊
仙
町
・
奄
美
市
に
よ
る
事
業
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。「
奄
美
遺
産
」
に
は
多
様
な
要
素
が
あ
る
が
、
私
は
、
歴
史
研
究
者
の
立
場

か
ら
、
奄
美
諸
島
史
料
を
「
奄
美
遺
産
」
の
重
要
な
構
成
要
素
と
し
て
記
録
・
保
存
・
活
用
す
る
課
題
が
提
示
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

「
奄
美
遺
産
」
は
、
奄
美
群
島
文
化
財
保
護
対
策
連
絡
協
議
会
に
お
い
て
も
提
起
さ
れ
、
奄
美
諸
島
十
二
市
町
村
の
文
化
行
政
の
課
題
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
。
同
時
期
に
、
鹿
児
島
県
大
島
支
庁
『
奄
美
地
域
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
～
人
と
自
然
が
共
生
す
る
癒
し
・
活
力
・
結
い

の
島
づ
く
り
～
』（
二
〇
〇
八
年
三
月
策
定
の
「
か
ご
し
ま
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
く
）
が
提
案
さ
れ
、
そ
の
中
で
「
挑
戦
5
：
地
域

文
化
・
歴
史
の
保
存
・
伝
承
と
地
域
に
根
差
し
た
人
材
育
成
」
が
提
示
さ
れ
た
。
奄
美
群
島
振
興
事
業
に
歴
史
文
化
が
事
業
の
柱
の
一
つ

と
し
て
組
込
ま
れ
る
新
た
な
状
況
が
生
ま
れ
た
、
と
私
は
考
え
た
。
な
お
、
提
言
か
ら
十
年
を
迎
え
る
現
時
点
に
お
い
て
、「
奄
美
遺
産
」

の
課
題
が
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
か
の
確
認
も
必
要
で
あ
る
。
ま
た
同
時
期
に
、
奄
美
群
島
・
琉
球
諸
島
を
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
す
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る
運
動
が
、
環
境
省
・
林
野
庁
・
鹿
児
島
県
・
沖
縄
県
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
、
二
〇
一
三
年
一
月
、
世
界
遺
産
条
約
関
係
省
庁
連
絡
会
議

に
お
い
て
「
世
界
の
文
化
遺
産
及
び
自
然
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
条
約
」
に
基
づ
く
日
本
の
世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
に
自
然
遺
産
と
し
て

「
奄
美
・
琉
球
」
を
記
載
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
二
〇
一
九
年
二
月
、
再
度
、「
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北
部
及
び

西
表
島
」
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
の
ユ
ネ
ス
コ
へ
の
推
薦
書
が
提
出
さ
れ
、
登
録
実
現
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
世
界
自
然
遺
産
と
し
て
は

動
植
物
の
生
態
系
が
対
象
と
な
る
が
、「
奄
美
遺
産
」
を
記
録
し
保
全
す
る
活
動
に
お
い
て
は
、
自
然
と
人
間
社
会
の
共
生
の
場
の
生
態

系
・
自
然
環
境
と
し
て
世
界
自
然
遺
産
の
諸
課
題
に
関
わ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
私
は
考
え
て
い
る
。

　

文
化
財
総
合
的
把
握
モ
デ
ル
事
業
の
成
果
を
具
体
化
す
る
た
め
、
二
〇
一
〇
年
度
後
期
か
ら
文
化
庁
に
よ
り
「
地
域
伝
統
文
化
総
合
活

性
化
事
業
」
が
開
始
さ
れ
、
天
城
町
・
伊
仙
町
・
奄
美
市
の
三
事
業
が
採
択
さ
れ
た
。
ま
た
同
事
業
は
二
〇
一
一
年
度
か
ら
文
化
庁
に
よ

る
「
文
化
遺
産
を
活
か
し
た
観
光
振
興
・
地
域
活
性
化
事
業
」
と
し
て
展
開
さ
れ
、
さ
ら
に
瀬
戸
内
町
等
の
事
業
も
採
択
さ
れ
た
。
私
は

奄
美
市
に
お
い
て
は
奄
美
博
物
館
の
久
伸
博
氏
・
高
梨
修
氏
の
企
画
に
よ
り
、
伊
仙
町
に
お
い
て
は
伊
仙
町
歴
史
民
俗
資
料
館
の
四
本
延

宏
氏
・
新
里
亮
人
氏
の
企
画
に
よ
り
、「
地
域
伝
統
文
化
総
合
活
性
化
事
業
」・「
文
化
遺
産
を
活
か
し
た
観
光
振
興
・
地
域
活
性
化
事
業
」

に
二
〇
一
〇
年
度
末
か
ら
二
〇
一
四
年
度
ま
で
参
加
す
る
機
会
を
得
た
。
私
は
、
伊
仙
町
の
事
業
で
は
徳
之
島
町
や
天
城
町
の
史
料
に
も

視
野
を
広
げ
、
報
告
書
（
（1
（

に
「
徳
之
島
の
歴
史
か
ら
日
本
史
を
学
び
直
す
」
を
掲
載
し
、
徳
之
島
の
前
近
代
史
料
を
「
奄
美
遺
産
」
と
し
て

掌
握
す
る
試
み
を
提
示
し
た
。

　

奄
美
諸
島
の
歴
史
文
化
遺
産
を
地
域
振
興
と
日
本
列
島
の
歴
史
文
化
の
究
明
の
た
め
に
活
か
し
、
か
つ
後
世
に
伝
え
て
い
く
う
え
で
、

歴
史
文
化
遺
産
の
記
録
・
収
集
・
保
全
・
情
報
資
源
公
開
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
成
果
・
蓄
積
に
基
づ
く
歴
史
文
化
遺
産
の
活
用
は
重
要
な

課
題
で
あ
る
。
噴
火
・
地
震
・
津
波
・
風
水
害
、
火
災
、
戦
争
に
よ
り
被
災
し
て
き
た
日
本
列
島
各
地
域
の
歴
史
文
化
遺
産
を
後
世
に
伝

え
る
課
題
と
、
現
に
地
域
振
興
の
た
め
に
歴
史
文
化
遺
産
の
活
用
を
進
め
る
地
域
社
会
の
課
題
と
は
深
い
関
わ
り
が
あ
り
、
地
域
社
会
と
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学
界
が
連
携
し
た
歴
史
文
化
遺
産
の
保
全
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
歴
史
資
料
は
、
歴
史
現
象
と
そ
の
時
間
・
空
間
・
参
加
者
を
確
定
す

る
情
報
と
し
て
「
奄
美
遺
産
」
の
核
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
歴
史
学
に
お
い
て
は
「
奄
美
群
島
歴
史
資
料
調
査
事
業
」
の
成
果
を
利
用
で

き
る
。
地
域
の
歴
史
文
化
遺
産
の
核
と
し
て
の
歴
史
資
料
の
蓄
積
・
活
用
の
た
め
に
は
、
史
料
群
・
史
料
の
所
在
目
録
、
史
料
群
・
史
料

毎
の
詳
細
目
録
（
史
料
一
点
毎
の
名
称
・
法
量
・
様
式
・
内
容
等
の
情
報
）、
史
料
集
（
翻
刻
版
・
影
印
版
、
編
年
体
史
料
集
）
の
作
成

が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
奄
美
諸
島
に
関
わ
る
歴
史
資
料
を
、
日
本
国
内
・
世
界
か
ら
も
集
成
し
て
世
界
性
・
全
国
性
・
地
域
性
を
確
保

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。「
奄
美
遺
産
」
と
し
て
の
歴
史
資
料
群
の
収
集
・
記
録
・
情
報
資
源
化
・
公
開
に
は
、
奄
美
諸
島
十
二
市
町

村
が
連
帯
し
、
鹿
児
島
県
・
文
化
庁
、
歴
史
学
・
民
俗
学
・
考
古
学
・
言
語
学
・
美
術
史
学
・
芸
術
史
学
の
諸
分
野
と
の
連
携
を
実
現
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
教
育
文
化
行
政
と
、
地
域
文
化
の
研
究
・
保
存
・
活
用
運
動
や
学
術
調
査
研
究
と
の
連
携
な
く
し
て
は
、
地
域

歴
史
文
化
遺
産
の
収
集
・
記
録
と
保
全
・
活
用
は
実
現
で
き
な
い
。
奄
美
諸
島
編
年
史
料
編
纂
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
奄
美
の
歴
史

文
化
遺
産
の
記
録
・
保
存
・
活
用
に
少
し
で
も
寄
与
で
き
れ
ば
と
、
私
は
一
個
人
と
し
て
考
え
て
い
る
。

　

奄
美
諸
島
に
は
、
古
琉
球
期
の
琉
球
国
中
山
王
詔
書
（
辞
令
書
と
も
称
さ
れ
る
）、
古
琉
球
期
か
ら
続
く
系
図
、
鹿
児
島
藩
統
治
期
の

文
書
等
、
大
量
の
前
近
代
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
古
文
書
等
の
実
物
観
察
に
よ
る
調
書
作
成
等
の
史
料
調
査
記
録
は
十
分
な
展
開
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
大
島
に
残
る
琉
球
国
中
山
王
詔
書
の
料
紙
研
究
が
、
琉
球
国
文
書
料
紙
研
究
の
一
環
と
し
て
富

田
正
弘
氏
・
湯
山
賢
一
氏
等
に
よ
り
二
〇
〇
六
年
一
二
月
に
奄
美
市
・
宇
検
村
・
瀬
戸
内
町
で
行
わ
れ
、
私
は
史
料
編
纂
所
の
林
譲
氏
と

同
行
す
る
機
会
を
得
た
。
大
島
の
中
山
王
詔
書
の
料
紙
分
析
の
結
果
は
、
富
田
正
弘
氏
の
「
琉
球
国
発
給
文
書
と
竹
紙
」（『
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
一
七
号
、
二
〇
〇
七
年
三
月
。
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
公
開
）
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
奄
美
諸
島
に
原
本
ま
た
は
写
本

と
し
て
伝
存
し
、
ま
た
は
系
図
・
文
書
集
に
収
載
さ
れ
て
い
る
琉
球
国
中
山
王
詔
書
に
は
、
二
〇
〇
二
年
出
現
の
喜
界
文
書
（
現
、
国
立

文
化
財
機
構
蔵
、
九
州
国
立
博
物
館
保
管
）
中
の
二
点
、
二
〇
一
〇
年
に
石
井
嘉
生
氏
の
「
奄
美
大
島
・
戸
円
祭
祀
関
係
史
料
」（『
儀
礼
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表
2　
奄
美
諸
島
の
琉
球
国
中
山
王
詔
書
編
年
順
一
覧
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文
化
』
四
一
号
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）
に
よ
り
紹
介
さ
れ
た
一
点
を
含
め
、
奄
美
諸
島
に
残
る
琉
球
国
中
山
王
詔
書
の
一
覧
表
（
表
2
）

の
如
く
二
九
点
（
須
古
茂
文
書
の
、
萬
暦
二
年
五
月
二
十
八
日
詔
書
正
文
の
後
半
部
の
写
本
一
点
を
除
く
）
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

点
数
は
、
沖
縄
県
に
残
る
一
六
〇
九
年
以
前
の
中
山
王
詔
書
の
数
に
せ
ま
る
。

4
　
城
久
遺
跡
群
調
査
事
業
と
赤
木
名
城
跡
保
存
管
理
計
画
策
定
事
業
へ
の
参
加

　

喜
界
町
の
城
久
遺
跡
群
は
、
二
〇
〇
二
年
度
の
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
の
事
前
の
確
認
調
査
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
遺
跡
で
、
二
〇
一
四

年
度
ま
で
発
掘
調
査
・
遺
物
整
理
が
継
続
し
て
行
わ
れ
、
九
世
紀
か
ら
十
五
世
紀
に
及
ぶ
、
九
州
と
琉
球
諸
島
・
中
国
大
陸
・
朝
鮮
半
島

を
結
ぶ
交
易
圏
の
拠
点
の
遺
跡
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
私
は
、
二
〇
〇
七
年
二
月
に
喜
界
町
教
育
委
員
会
に
設
置
さ
れ
た
城
久
遺
跡
群
調

査
指
導
委
員
会
に
、
熊
本
大
学
の
甲
元
眞
之
先
生
（
現
、
熊
本
大
学
名
誉
教
授
）、
琉
球
大
学
の
池
田
榮
史
氏
、
ラ
・
サ
ー
ル
学
園
の
永

山
修
一
氏
と
共
に
委
員
と
し
て
参
加
す
る
機
会
を
得
た
。
池
田
氏
は
鈴
木
靖
民
氏
と
共
に
城
久
遺
跡
群
の
重
要
性
を
提
言
さ
れ
、
城
久
遺

跡
群
の
歴
史
的
性
格
を
検
討
す
る
た
め
奄
美
市
と
喜
界
町
で
二
〇
〇
七
年
二
月
一
〇
日
・
一
一
日
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
古
代
・
中
世
の
境

界
領
域
─
キ
カ
イ
ガ
シ
マ
の
位
置
付
け
を
め
ぐ
っ
て
─
」
が
開
催
さ
れ
た
。
私
も
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
参
加

し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
は
、
池
田
榮
史
編
『
古
代
中
世
の
境
界
領
域
：
キ
カ
イ
ガ
シ
マ
の
世
界
』（
高
志
書
院
、
二
〇
〇
八
年
三

月
）
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
。
私
は
、
二
〇
一
五
年
三
月
刊
行
の
『
城
久
遺
跡
群　

総
括
報
告
書
』（
喜
界
町
教
育
委
員
会
。
奈
良
文
化
財

研
究
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
公
開
）
に
、
古
代
史
の
立
場
か
ら
、
七
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
に
至
る
編
年
史
料
を
「
城
久
遺
跡
群
の

歴
史
的
評
価
の
前
提
─
日
本
古
代
・
中
世
前
期
並
行
期
喜
界
島
編
年
史
料
集
稿
」
と
し
て
掲
載
す
る
機
会
を
得
た
。

　

奄
美
市
笠
利
町
赤
木
名
（
里
・
外そと
か
ね
く
金
久
・
中なか
か
ね
く
金
久
）
の
街
区
の
北
に
残
る
山
城
が
赤
木
名
城
で
あ
る
。
赤
木
名
城
は
、
笠
利
町
教
育
委

員
会
に
よ
り
一
九
九
九
～
二
〇
〇
三
年
度
に
調
査
さ
れ
、
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
た
（
（1
（

。
赤
木
名
城
跡
は
、
笠
利
町
教
育
委
員
会
の
調
査
成
果
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を
引
継
い
だ
奄
美
市
教
育
委
員
会
に
よ
り
二
〇
〇
七
年
度
に
国
史
跡
指
定
の
申
請
が
な
さ
れ
、
二
〇
〇
九
年
二
月
に
国
指
定
史
跡
と
し
て

指
定
さ
れ
た
。
私
は
赤
木
名
城
に
つ
い
て
、
史
跡
指
定
申
請
の
際
に
作
成
さ
れ
た
『
赤
木
名
城
』（
奄
美
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
八
年

三
月
。「
電
子
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
奄
美
」、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
公
開
）
に
、
甲
元
先
生
か
ら
依
頼
さ
れ
て
「
赤
木
名
城
の
時
代
背
景
」
を
掲
載
し
、
古

琉
球
期
の
グ
ス
ク
と
し
て
の
性
格
と
併
せ
て
、
日
本
の
戦
国
時
代
並
行
期
か
ら
近
世
初
期
の
山
城
と
し
て
の
形
状
・
機
能
も
考
慮
す
べ
き

こ
と
を
記
し
た
。
奄
美
市
教
育
委
員
会
は
、
国
指
定
史
跡
赤
木
名
城
跡
の
保
存
・
整
備
・
活
用
の
た
め
に
赤
木
名
城
保
存
管
理
計
画
を
策

定
し
文
化
庁
に
報
告
す
る
た
め
、
二
〇
一
三
～
二
〇
一
四
年
度
に
赤
木
名
城
保
存
管
理
計
画
策
定
委
員
会
を
設
置
し
た
が
、
私
は
そ
こ
で

委
員
長
を
務
め
る
機
会
を
得
た
。
奄
美
市
教
育
委
員
会
は
、
二
〇
一
五
年
三
月
に
『
鹿
児
島
県
奄
美
市
史
跡
赤
木
名
城
保
存
管
理
計
画

書
』（「
電
子
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
奄
美
」、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
公
開
）
を
文
化
庁
に
提
出
し
た
。
赤
木
名
城
跡
は
、
山
上
に
構
築
さ
れ
て
い
た
古
琉
球

期
の
グ
ス
ク
（
城
）
が
、
琉
球
国
の
奄
美
諸
島
北
端
の
統
治
拠
点
（
鬼
界
島
征
討
、
倭
寇
対
策
、
島
津
氏
の
侵
攻
へ
の
対
策
等
）
と
し
て

十
五
～
十
六
世
紀
に
整
備
・
利
用
さ
れ
、
さ
ら
に
一
六
〇
九
年
に
奄
美
諸
島
が
鹿
児
島
城
主
島
津
家
の
領
地
と
な
り
、
笠
利
湾
の
湊
（
笠

利
湾
東
北
部
）
に
臨
む
赤
木
名
地
区
（
里
・
赤
木
名
の
集
落
）
が
大
隅
国
・
薩
摩
国
の
外
城
の
如
き
城
と
麓
か
ら
な
る
、
笠
利
間
切
の
統

治
拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ
た
際
に
、
山
城
も
鹿
児
島
藩
に
よ
っ
て
現
状
の
よ
う
に
再
構
築
・
整
備
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
私
は
推
測
し

て
い
る
。
赤
木
名
地
区
は
、
前
田
川
右
岸
（
北
側
）
に
、
代
官
所
跡
を
含
め
、
外
城
の
麓
の
武
家
屋
敷
地
区
の
よ
う
な
街
区
が
形
成
さ

れ
、
街
区
の
北
西
端
の
湊
の
海
岸
沿
い
に
は
珊
瑚
石
の
防
潮
壁
（
現
存
す
る
壁
の
一
部
に
古
い
壁
が
残
る
）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
外
洋

船
は
湊
に
沖
泊
り
し
、
小
舟
が
前
田
川
を
遡
航
し
代
官
所
に
往
来
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
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三　

奄
美
諸
島
編
年
史
料
編
纂
の
試
み
と
次
の
課
題

1
　『
奄
美
諸
島
編
年
史
料
　
古
琉
球
期
編
』
編
纂

　

私
は
、「
奄
美
群
島
編
年
史
料
集
稿
」
と
奄
美
諸
島
の
慶
長
十
八
年
知
行
目
録
・
元
和
九
年
大
嶋
置
目
の
検
討
（
（1
（

を
基
に
、
一
二
六
六
年

か
ら
一
六
二
四
年
六
月
ま
で
を
対
象
期
間
と
し
た
『
奄
美
諸
島
編
年
史
料　

古
琉
球
期
編
』
の
編
纂
を
二
〇
一
三
年
春
か
ら
始
め
た
。
編

纂
・
出
版
を
企
画
し
た
の
は
、
前
述
の
如
く
「
奄
美
群
島
編
年
史
料
集
稿
」
編
纂
以
後
に
多
く
の
新
し
い
史
料
を
知
っ
た
こ
と
、「
奄
美

群
島
編
年
史
料
集
稿
」
は
追
補
を
繰
返
し
て
お
り
条
文
を
年
代
順
に
整
序
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
、「
奄
美
遺
産
」
に
お
け
る
歴
史
遺

産
の
一
つ
の
柱
と
し
て
編
年
体
史
料
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
こ
と
等
に
よ
る
。『
奄
美
諸
島
編
年
史
料　

古
琉
球
期
編
』
上
は
、
大
島

が
琉
球
国
に
入
貢
し
た
と
の
伝
承
の
あ
る
一
二
六
六
年
か
ら
、
島
津
軍
が
琉
球
侵
攻
の
途
上
、
奄
美
諸
島
を
制
圧
し
た
一
六
〇
九
年
三
月

ま
で
の
期
間
、
同
下
は
、
島
津
軍
が
琉
球
国
沖
縄
島
に
侵
攻
し
て
琉
球
国
中
山
王
が
降
伏
し
た
一
六
〇
九
年
四
月
か
ら
、
鹿
児
島
藩
に
よ

り
奄
美
諸
島
の
石
高
が
定
め
ら
れ
た
一
六
二
四
年
六
月
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し
た
。『
奄
美
諸
島
編
年
史
料　

古
琉
球
期
編
』
で
は
、

「
奄
美
群
島
編
年
史
料
集
稿
」
に
加
え
て
、
奄
美
諸
島
に
関
わ
る
記
載
に
気
付
い
た
島
津
家
文
書
中
の
奄
美
諸
島
関
係
の
文
書
・
記
録
、

琉
中
・
日
中
関
係
史
料
（『
歷
代
宝
案
』・『
日
本
一
鑑
』
等
）、
新
た
に
出
現
し
た
ま
た
は
利
用
が
可
能
と
な
っ
た
奄
美
諸
島
史
料
（
喜
界

文
書
、
戸
円
の
ろ
文
書
、
奄
美
諸
島
の
諸
系
図
、「
奄
美
群
島
歴
史
資
料
調
査
事
業
」
の
調
査
で
利
用
可
能
と
な
っ
た
史
料
等
）、
奄
美
諸

島
に
関
わ
る
航
路
の
記
録
の
あ
る
明
代
の
書
（『
順
風
相
送
』
等
）、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ズ
の
航
海
記
等
の
イ
ギ
リ
ス
商
館
関
係
史

料
、
さ
ら
に
類
聚
と
し
て
奄
美
諸
島
を
描
い
た
十
六
世
紀
中
葉
か
ら
十
七
世
紀
初
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
図
と
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
の
奄

美
諸
島
関
係
お
も
ろ
を
採
録
し
、
ま
た
上
の
補
遺
も
下
に
収
録
し
た
。
上
は
、「
刊
行
に
あ
た
っ
て
」・
序
・
凡
例
・
綱
文
一
覧
・
本
文
の

計
四
三
六
頁
、
下
は
、
凡
例
・
綱
文
一
覧
・
本
文
（
上
の
補
遺
・
訂
正
、
類
聚
を
含
む
）・「
あ
と
が
き
」・
史
料
索
引
の
計
九
七
〇
頁
と
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な
っ
た
。

　

次
に
、
上
に
掲
げ
た
奄
美
諸
島
が
描
か
れ
る
中
世
の
日
本
図
に
関
わ
る
條
文
の
綱
文
を
記
す
。
た
だ
し
、
條
文
に
採
録
し
た
史
料
の
地

図
は
、
画
像
を
掲
載
せ
ず
地
名
等
の
文
字
の
掲
出
に
と
ど
め
た
。

一
三
〇
六
年
四
月
十
四
日
、
千
竈
時
家
、
所

及
ビ
所
領
ヲ
子
女
ニ
讓
リ
渡
シ
、
嫡
子
千
竈
貞
泰
ニ
口
五
島
・
わ
さ
の
島
・
鬼
界
島
・

大
島
ヲ
、
次
男
千
竈
經
家
ニ
沖
永
良
部
島
ヲ
、
三
男
千
竈
熊
夜
叉
ニ
七
島
ヲ
、
女
子
千
竈
ひ
め
く
ま
ニ
一
朞
分
ト
シ
テ
德
之
島
ヲ
與
フ
、

〇
稱
名
寺
所
藏
日
本
圖
等
ニ
、
雨
見
嶋
等
ヲ
記
ス
、

千
竈
文
書
、
稱
名
寺
所
藏
「
日
本
圖
」、
妙
本
寺
（
千
葉
県
鋸
南
町
）
所
藏
「
雜
錄
」
所
收
「
日
本
圖
」

一
四
五
三
年
四
月
二
十
四
日
、
是
ヨ
リ
先
、
琉
球
國
中
山
王
尙
金
福
、
使
者
衜
安
ヲ
朝
鮮
國
ニ
遣
シ
テ
、
大
島
笠
利
ニ
得
タ
ル
朝
鮮

國
人
卜
麻
寧
等
ヲ
送
還
ス
、
是
日
、
朝
鮮
國
王
端
宗
ニ
拜
謁
ス
、

〇
七
月
四
日
ヨ
リ
先
、
琉
球
國
中
山
王
尙
金
福
使
者
道
安
、
朝
鮮
國
王
端
宗
ニ
、
日
本
琉
球
兩
國
地
圖
摸
畫
ヲ
獻
ズ
ル
コ
ト
、

便
宜
合
敍
ス
、
衜
安
ノ
獻
ジ
タ
ル
地
圖
ニ
類
セ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
元
祿
九
年
、
太
宰
府
天
滿
宮
ニ
奉
納
セ
ラ
レ
タ
ル
地
圖
、
便

宜
左
ニ
揭
グ
、

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
所
藏
「
琉
球
國
圖
」

一
四
七
一
年
十
二
月
、
朝
鮮
國
議
政
府
領
議
政
申
叔
舟
、
朝
鮮
國
王
成
宗
ノ
命
ニ
依
リ
テ
、
海
東
諸
國
紀
ヲ
撰
シ
、
海
東
諸
國
總
圖

及
ビ
琉
球
國
之
圖
ヲ
收
メ
、
鬼
界
島
・
大
島
・
度
九
島
・
小
崎
惠
羅
武
島
及
ビ
與
論
島
ヲ
描
ク
、

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
藏
「
海
東
諸
國
紀
」
所
収
海
東
諸
國
總
圖
・
日
本
本
國
之
圖
・
日
本
國
西
海
衜
九
州
之
圖
・
琉
球
國

之
圖
・
衜
路
里
數

　

下
「
類
聚
二　

地
圖
」
に
は
、
十
六
世
紀
中
葉
よ
り
十
七
世
紀
初
期
に
西
洋
諸
国
・
日
本
で
描
か
れ
た
地
図
（D

iogo�H
om
en

型
地
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圖
、A

braham
�O
rterius

型
地
圖
、
御
朱
印
船
航
海
圖
）
か
ら
、
琉
球
諸
島
・
奄
美
諸
島
等
の
島
名
を
掲
載
し
た
。

　

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ズ
（W

illiam
�A
dam
s

、
三
浦
按
針
。
一
五
六
四
～
一
六
二
〇
年
。
歿
伝
は
『
大
日
本
史
料
』
第
十
二
編
之

三
十
三
、
元
和
六
年
四
月
二
十
四
日
第
二
條
）
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
東
イ
ン
ド
会
社
が
日
本
の
平
戸
に
設
け
た
商
館
の
貿
易
事
業
に
参
加

し
、
東
南
ア
ジ
ア
と
の
交
易
の
た
め
の
航
海
を
五
回
行
っ
た
。
そ
の
う
ち
四
回
の
航
海
記
が
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
ボ
ド
リ
ア
ン
図
書

館
に
残
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。
ア
ダ
ム
ズ
は
、
一
六
一
四
年
一
一
月
に
シ
ャ
ム
に
向
っ
た
第
一
回
航
海
で
は
大
島
に
漂
到
し
、
次
い
で
那
覇
に
寄

港
し
、
平
戸
に
帰
還
し
た
。
ま
た
ア
ダ
ム
ズ
は
一
六
一
八
年
三
月
春
に
コ
ー
チ
シ
ナ
に
向
っ
た
第
四
回
航
海
で
も
大
島
に
漂
到
し
、
大
島

か
ら
平
戸
に
帰
還
し
た
。
こ
の
二
度
の
大
島
漂
到
の
記
録
が
、
第
一
航
海
記
と
第
三
航
海
記
に
残
さ
れ
て
い
る
。
私
は
こ
れ
ら
の
航
海
記

と
『
日
本
關
係
海
外
史
料
』
イ
ギ
リ
ス
商
館
長
日
記
原
文
編
・
譯
文
編
（
（1
（

や
イ
ギ
リ
ス
商
館
関
係
書
簡
（
（1
（

等
か
ら
ア
ダ
ム
ズ
の
大
島
漂
到
の

條
を
立
て
、
英
文
史
料
の
翻
刻
と
翻
訳
を
試
み
た
。
次
に
第
一
回
航
海
に
お
け
る
大
島
漂
到
の
條
の
綱
文
を
掲
げ
る
。

一
六
一
四
年
十
二
月
二
日
、
是
ヨ
リ
先
、
九
月
九
日
、
幕
府
、
暹
邏
國
渡
航
ノ
朱
印
ヲ
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ズ
三
浦
按
針
ニ
下
ス
、
尋

デ
、
イ
ギ
リ
ス
商
館
長
リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ッ
ク
ス
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ズ
ヲ
船
長
ト
シ
テ
、
シ
ー
・
ア
ド
ヴ
ェ
ン
チ
ャ
ー
號
ヲ

暹
邏
ニ
遣
ス
コ
ト
ト
シ
、
十
一
月
十
一
日
、
シ
ー
・
ア
ド
ヴ
ェ
ン
チ
ャ
ー
號
、
肥
歬
國
松
浦
郡
平
戶
ヲ
出
港
シ
暹
邏
ニ
向
ヒ
、
是

日
、
大
島
ニ
著
ス
、

〇
十
二
月
五
日
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ズ
、
シ
ー
・
ア
ド
ヴ
ェ
ン
チ
ャ
ー
號
ヲ
以
テ
大
島
ヲ
發
シ
、
尋
デ
、
同
月
七
日
、
琉

球
國
那
㶚
ニ
著
ス
ル
コ
ト
、
及
ビ
一
六
一
五
年
五
月
四
日
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ズ
、
シ
ー
・
ア
ド
ヴ
ェ
ン
チ
ャ
ー
號
ヲ
以

テ
那
㶚
ヲ
發
シ
、
尋
デ
、
同
月
二
十
四
日
、
日
本
肥
歬
國
松
浦
郡
平
戶
島
河
內
ニ
歸
著
ス
ル
コ
ト
、
便
宜
合
敍
ス
、
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2
　
日
本
古
代
・
中
世
前
期
並
行
期
と
寛
永
年
間
の
奄
美
諸
島
編
年
史
料

　
『
奄
美
諸
島
編
年
史
料　

古
琉
球
期
編
』
の
前
後
の
時
期
の
編
年
史
料
稿
は
、「
城
久
遺
跡
群
の
歴
史
的
評
価
の
前
提
─
日
本
古
代
・
中

世
前
期
並
行
期
喜
界
島
編
年
史
料
集
稿
」（『
城
久
遺
跡
群　

総
括
報
告
書
』）、「
奄
美
群
島
編
年
史
料
集
稿　

寛
永
年
間
編
」（『
東
京
大

学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
一
七
号
、
二
〇
〇
七
年
三
月
。
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
公
開
）
と
し
て
提
示
し
た
。
六
〇
七
年
か
ら
一
二
四
三
年
ま
で
の

條
を
収
録
し
た
「
日
本
古
代
・
中
世
前
期
並
行
期
喜
界
島
編
年
史
料
集
稿
」
で
は
、
山
里
純
一
氏
の
『
古
代
日
本
と
南
島
の
交
流
』（
吉

川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
七
月
）、
永
山
修
一
氏
の
「
文
献
史
学
か
ら
み
た
キ
カ
イ
ガ
シ
マ
」（
池
田
榮
史
氏
編
『
古
代
中
世
の
境
界
領

域
』）
等
の
史
料
集
成
を
参
照
し
た
。
な
お
、「
奄
美
群
島
編
年
史
料
集
稿　

寛
永
年
間
編
」
に
、
石
井
正
敏
氏
が
「『
肥
後
守
祐
昌
様
琉

球
御
渡
海
日
記
』」（『
南
島
史
学
』
二
八
号
、
一
九
八
六
年
九
月
）
で
紹
介
し
た
「
肥
後
守
祐
昌
樣
琉
球
御
渡
海
日
記
（
（1
（

」
に
よ
り
、
次
の

二
條
（
綱
文
・
史
料
名
・
按
文
の
み
掲
出
）
を
追
加
す
る
。

寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
年
・
戊
寅
）
十
月
二
十
二
日
、
是
ヨ
リ
先
、
八
月
二
十
五
日
、
鹿
兒
島
城
主
島
津
光
久
、
江
戸
ニ
於
テ
、

琉
球
國
中
山
王
尙
豐
ヘ
島
津
家
家
督
ヲ
繼
ギ
タ
ル
コ
ト
ヲ
吿
グ
書
ヲ
製
シ
、
中
山
王
尙
豐
ヘ
傳
ヘ
ム
ト
ス
、
仍
リ
テ
、
十
月
五
日
、

島
津
光
久
書
狀
ヲ
中
山
王
尙
豐
ニ
傳
ヘ
ム
ガ
タ
メ
ニ
、
光
久
ノ
使
者
伊
東
祐
昌
・
平
田
宗
弘
幷
ニ
猪
俣
則
康
、
薩
摩
國
鹿
兒
島
ヲ
發

シ
、
是
日
、
祐
昌
等
、
大
島
瀨
戶
內
西
間
切
西
古
見
ニ
著
ス
、
尋
デ
、
祐
昌
等
、
十
月
二
十
三
日
、
德
之
島
東
間
切
秋
德
ニ
著
シ
、

二
十
六
日
、
秋
德
ヲ
發
シ
、
二
十
七
日
、
琉
球
國
那
㶚
湊
ニ
著
シ
、
琉
球
在
番
奉
行
阿
多
內
膳
正
幷
ニ
金
武
王
子
朝
貞
ニ
迎
セ
ラ

ル
、〔

肥
後
守
祐
昌
樣
琉
球
御
渡
海
日
記
〕
〇
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
藏
木
脇
文
書
冩
眞
帳
、〔
島
津
家
文
書
〕
御
文
書
光
久
公
卷

六
〇
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
藏
島
津
家
文
書
Ｓ
島
津
家
文
書
3-
17-
5
・
6
寛
永
十
五
年
八
月
二
十
五
日
島
津
光
久
書
狀

（
琉
球
國
中
山
王
尙
豐
宛
）・（
寛
永
十
五
年
）
八
月
二
十
五
日
島
津
光
久
書
狀
（
琉
球
國
中
山
王
尙
豐
宛
）、〔
舊
記
雜
錄
〕
後
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編
卷
九
十
四
光
久
公　

寛
永
十
五
年
自
三
月
至
十
二
月
〇
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
藏
Ｓ
舊
記
雑
録
Ｉ-

12-

40
後
（『
鹿
児
島

県
史
料
』
旧
記
雑
録
後
編
五
、
巻
九
十
四
）、〔
南
聘
紀
考
〕
卷
之
下
〇
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
藏
島
津
家
本
さ

Ｉ-

12-

33-

64　

寛
永
十
五
年
是
歳
條

〇
十
一
月
二
日
、
鹿
兒
島
城
主
島
津
光
久
ノ
使
者
伊
東
祐
昌
等
、
首
里
城
書
院
ニ
テ
琉
球
國
中
山
王
尙
豐
ニ
島
津
光
久
ノ
書
狀

ヲ
呈
ス
ル
コ
ト
、
略
ス
、

寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
年
・
己
卯
）
三
月
十
六
日
、
是
ヨ
リ
先
、
二
月
十
一
日
、
鹿
兒
島
城
主
島
津
光
久
ノ
使
者
伊
東
祐
昌
等
、

首
里
城
ニ
於
テ
、
中
山
王
尙
豐
ノ
島
津
光
久
書
狀
ヘ
ノ
﨤
狀
ヲ
受
ケ
、
日
本
薩
摩
國
ニ
還
ラ
ン
タ
メ
ニ
、
首
里
城
ヲ
發
シ
浦
添
間
切

牧
湊
ヲ
經
テ
北
谷
間
切
北
谷
ニ
至
リ
、
二
月
十
四
日
、
今
歸
仁
間
切
運
天
ニ
著
シ
、
是
日
、
運
天
ヲ
出
デ
テ
德
之
島
東
間
切
秋
德
幷

ニ
同
井
之
川
ニ
著
ス
、
尋
デ
、
三
月
二
十
一
日
、
德
之
島
ヲ
出
デ
テ
、
同
月
二
十
九
日
、
大
島
名
瀨
間
切
名
瀨
ニ
著
シ
、
四
月
十
一

日
、
名
瀨
ヲ
出
デ
テ
、
同
十
九
日
、
薩
摩
國
川
邊
郡
坊
津
ニ
歸
著
ス
、

〔
肥
後
守
祐
昌
樣
琉
球
御
渡
海
日
記
〕
〇
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
藏
木
脇
文
書
冩
眞
帳

〇
四
月
六
日
、
琉
球
在
番
奉
行
阿
多
內
膳
正
ノ
使
者
、
大
島
名
瀨
ニ
著
ス
ル
コ
ト
、
及
ビ
大
島
ニ
麥
こ
き
ニ
來
タ
ル
薩
摩
國
指

宿
郡
山
川
ノ
者
一
人
ニ
、
平
田
宗
弘
ノ
船
ヘ
ノ
便
乘
ヲ
許
ス
コ
ト
、
便
宜
合
敍
ス
、

3
　
次
の
課
題

　

日
本
古
代
・
中
世
並
行
期
の
奄
美
諸
島
史
研
究
に
は
、
奄
美
諸
島
の
遺
跡
や
出
土
遺
物
の
年
代
を
確
認
し
、
遺
跡
・
遺
物
と
文
書
・
記

録
史
料
か
ら
確
定
で
き
る
事
象
と
の
関
係
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
二
〇
一
六
年
一
〇
月
に
与
路
島
の
瀬
戸
内
町
立
与
路
小
中
学
校
の
校

内
か
ら
「
荘
綱
」
の
墨
書
が
あ
る
白
磁
片
が
発
見
さ
れ
た
。
永
山
修
一
氏
に
よ
っ
て
、「
荘
綱
」
墨
書
白
磁
片
は
十
一
世
紀
後
半
か
ら
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十
二
世
紀
の
遺
物
と
考
え
ら
れ
る
福
岡
市
博
多
遺
跡
群
出
土
の
「
荘
□
綱
」
と
「
荘
綱
」
の
墨
書
白
磁
片
二
点
、
大
韓
民
国
の
馬
島
出
土

の
「
荘
綱
」「
荘
□
」
の
文
字
の
あ
る
陶
磁
器
片
三
点
と
関
わ
り
、
宋
商
人
の
貿
易
活
動
に
よ
り
奄
美
諸
島
へ
齎
さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘

さ
れ
た
（
11
（

。
与
路
島
の
「
荘
綱
」
墨
書
白
磁
片
は
、
喜
界
島
の
城
久
遺
跡
群
の
出
土
遺
物
や
、
南
島
に
広
範
囲
に
流
布
す
る
徳
之
島
の
カ

ム
ィ
ヤ
キ
陶
器
窯
跡
で
作
成
さ
れ
た
類
須
恵
器
と
共
に
、
十
一
世
紀
以
降
の
奄
美
諸
島
に
お
け
る
交
易
活
動
を
示
す
。「
荘
綱
」
墨
書
白

磁
片
や
城
久
遺
跡
群
等
を
、
文
書
・
記
録
等
か
ら
わ
か
る
奄
美
諸
島
の
古
代
・
中
世
並
行
期
の
事
象
と
関
連
付
け
る
こ
と
が
課
題
と
な

る
。
奄
美
諸
島
史
研
究
、「
奄
美
遺
産
」
の
記
録
・
保
存
・
活
用
に
お
い
て
、
民
俗
学
・
考
古
学
の
研
究
成
果
と
史
料
と
の
結
合
は
重
要

な
課
題
で
あ
る
。
城
久
遺
跡
群
、
赤
木
名
城
、
徳
之
島
天
城
町
の
戸
森
線
刻
画
遺
跡
、
沖
永
良
部
島
の
古
琉
球
期
の
墓
（
世よ
の
ぬ
し

之
主
の
墓

等
）・
グ
ス
ク
（
内うち
す
く城等
）、
与
論
島
の
与
論
城
や
按あじ
に
っ
ち
ぇ
ー

司
根
津
栄
墓
等
の
遺
跡
・
史
跡
の
調
査
・
研
究
、
祭
祀
儀
礼
研
究
、
祭
祀
に
関
わ
る

シ
マ
の
唄
な
ど
の
集
成
・
分
析
等
を
学
び
、
そ
れ
ら
の
成
果
と
史
料
研
究
か
ら
明
か
に
な
る
こ
と
と
の
統
合
を
試
み
る
こ
と
が
必
要
と
な

る
。

　

ま
た
、
日
本
中
世
・
近
世
初
期
並
行
期
で
あ
る
琉
球
国
統
治
期
の
奄
美
諸
島
の
編
年
史
料
に
つ
い
て
は
、
新
出
史
料
ま
た
追
補
す
べ
き

史
料
（
墓
碑
銘
等
を
含
む
）
を
確
認
し
、
さ
ら
に
琉
球
国
の
編
年
史
料
総
覧
稿
の
編
纂
を
試
み
、
琉
球
国
と
奄
美
諸
島
の
歴
史
を
見
直
す

こ
と
に
よ
っ
て
補
訂
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
十
七
世
紀
末
か
ら
十
八
世
紀
前
期
の
時
期
の
奄
美
諸
島
で
は
、
元
禄
八

（
一
六
九
五
）
年
・
宝
永
三
（
一
七
〇
六
）
年
に
お
け
る
奄
美
諸
島
の
間
切
役
人
層
（
由
緒
人
、
ユ
カ
リ
ッ
チ
ュ
）
か
ら
の
文
書
・
系
図

の
鹿
児
島
藩
の
記
録
所
へ
の
提
出
、
宝
永
年
間
の
由
緒
人
に
よ
る
身
分
確
保
の
た
め
の
鹿
児
島
藩
へ
の
上
訴
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
由
緒
人

階
層
の
笠
利
氏
の
佐さ
文ぶん
仁に
為ため
た
つ辰（
一
六
七
八
～
一
七
六
四
年
）
は
、
田
畑
開
発
の
功
に
よ
り
享
保
十
一
（
一
七
二
六
）
年
に
代
々
外
城
衆

中
格
（
郷
士
格
）
を
与
え
ら
れ
田
畑
姓
を
得
た
。
十
七
世
紀
末
か
ら
十
八
世
紀
前
半
期
の
時
期
は
、
奄
美
諸
島
の
由
緒
人
が
身
分
の
確
立

を
求
め
て
鹿
児
島
藩
と
交
渉
す
る
時
期
で
、
奄
美
諸
島
社
会
の
転
換
期
で
あ
る
。
寛
永
年
間
の
後
、
十
七
世
紀
中
期
か
ら
十
八
世
紀
前
半
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期
ま
で
の
奄
美
諸
島
編
年
史
料
は
、
十
八
世
紀
中
葉
以
降
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
生
産
の
大
規
模
展
開
の
時
期
の
前
史
を
知
る
た
め
に
も
必
要
で

あ
り
、
松
下
志
朗
『
近
世
奄
美
の
支
配
と
社
会
』
や
奄
美
諸
島
の
市
町
村
誌
・
史
料
集
、
ま
た
「
奄
美
群
島
歴
史
資
料
調
査
事
業
」
の
成

果
に
拠
り
な
が
ら
、
こ
の
時
期
の
史
料
を
整
理
し
改
め
て
学
び
直
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
と
私
は
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
は
、

東
京
に
あ
り
か
つ
限
り
あ
る
身
と
し
て
は
果
し
難
い
が
、
奄
美
諸
島
史
研
究
に
は
こ
れ
か
ら
も
機
会
が
あ
れ
ば
取
り
組
ん
で
み
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

私
は
、
日
本
史
学
と
民
俗
学
・
考
古
学
の
融
合
が
可
能
な
國
學
院
大
學
の
研
究
環
境
が
、
奄
美
諸
島
史
研
究
の
今
後
の
発
展
の
基
盤
の

一
つ
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
ま
た
『
奄
美
諸
島
編
年
史
料　

古
琉
球
期
編
』
の
編
纂
過
程
で
、
國
學
院
大
學
大
学
院
の
史
学
理

論
の
講
義
で
奄
美
諸
島
史
料
研
究
を
論
じ
る
機
会
を
得
た
こ
と
、
聴
講
さ
れ
た
院
生
諸
氏
に
謝
意
を
表
す
。
本
稿
は
、
二
〇
一
九
年
六
月

一
五
日
の
国
史
学
会
大
会
に
お
け
る
講
演
「
奄
美
諸
島
編
年
史
料
編
纂
の
成
果
と
課
題
」
を
基
に
記
し
た
。
講
演
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た

国
史
学
会
、
そ
し
て
講
演
を
お
奨
め
下
さ
っ
た
佐
藤
長
門
教
授
に
謝
意
を
表
す
。

注（
1
）　

奄
美
諸
島
史
研
究
の
次
第
は
、
石
上
英
一
「
奄
美
諸
島
史
を
学
ぶ
」（『
史
学
雑
誌
』
一
一
〇
編
三
号
、
二
〇
〇
一
年
三
月
。
史
学
会
編
『
歴

史
の
風
』、
刀
水
書
房
、
二
〇
〇
七
年
一
一
月
、
再
録
）・「
歴
史
と
素
材
」（『
日
本
の
時
代
史
』
三
〇
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
一
一
月
）・

「
枝
葉
と
根
幹
─
奄
美
史
研
究
か
ら
─
」（『
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
紀
要　

情
報
学
研
究
』
七
六
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）・「
奄
美
遺
産
か

ら
日
本
列
島
史
を
見
直
す
」（『
人
文
科
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
研
究
会
報
告
』2012-CH

-93

（

6

）、
情
報
処
理
学
会
、
二
〇
一
二
年
一
月
）・「
奄

美
群
島
編
年
史
料
集
編
纂
の
試
み
」（『
沖
縄
研
究
ノ
ー
ト
』
二
二
号
、
宮
城
学
院
女
子
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
三
年
三
月
）・「
奄

美
諸
島
史
か
ら
地
域
歴
史
文
化
遺
産
を
考
え
る
」（『
歴
史
学
研
究
』
九
〇
五
号
、
二
〇
一
三
年
五
月
）・「
奄
美
諸
島
史
を
学
ぶ
」（『
宮
城
歴
史
科

学
研
究
』
七
四
号
、
二
〇
一
四
年
六
月
）・「
刊
行
に
あ
た
っ
て
」（『
奄
美
諸
島
編
年
史
料　

古
琉
球
期
編
』
上
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
六
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月
）・「
あ
と
が
き
」（『
奄
美
諸
島
編
年
史
料　

古
琉
球
期
編
』
下
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
一
一
月
）
等
に
記
し
た
。

（
2
）　

鈴
木
靖
民
「
皇
極
紀
朝
鮮
関
係
記
事
の
基
礎
的
研
究
」『
国
史
学
』
八
三
号
、
一
九
七
一
年
一
月
。

（
3
）　

増
山
太
郎
編
著
『
聖
徳
太
子
奉
讃
会
史
』、
永
青
文
庫
、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
。

（
4
）　

石
上
英
一
「
古
代
国
家
と
対
外
関
係
」
歴
史
学
研
究
会
・
日
本
史
研
究
会
編
『
講
座
日
本
歴
史
』
二
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四
年

一
一
月
。
同
「
古
代
東
ア
ジ
ア
地
域
と
日
本
」『
日
本
の
社
会
史
』
一
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
一
月
。

（
5
）　

石
上
英
一
『
古
代
荘
園
史
料
の
基
礎
的
研
究
』
上
・
下
、
塙
書
房
、
一
九
九
七
年
二
月
。

（
6
）　
『
マ
ツ
ノ
ト
遺
跡
』
笠
利
町
文
化
財
報
告
第
28
集
、
笠
利
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
六
年
三
月
。
奈
良
文
化
財
研
究
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
Ｐ

Ｄ
Ｆ
版
公
開
。

（
7
）　

安
渓
遊
地
・
安
渓
貴
子
・
弓
削
政
己
・
今
村
規
子
「
国
立
台
湾
大
学
図
書
館
・
田
代
安
定
文
庫
の
奄
美
史
料
─
『
南
島
雑
話
』
関
連
史
料
を

中
心
に
」『
南
島
史
学
』
八
二
号
、
二
〇
一
四
年
一
二
月
。

（
8
）　

弓
削
政
己
「「
嘉
永
期
大
島
古
図
（
仮
称
）」（
鹿
児
島
県
立
図
書
館
所
蔵
）
の
内
容
と
作
成
の
背
景
及
び
年
代
に
つ
い
て
」（
鹿
児
島
県
立
図

書
館
、K

2984/ﾕ001

。
二
〇
〇
一
年
一
○
月
稿
）。
比
嘉
武
則
「「
琉
球
嶌
真
景
」
再
び
」『
名
護
博
物
館
紀
要　

あ
じ
ま
ぁ
』
一
〇
号
、

二
〇
〇
二
年
三
月
。「
琉
球
嶌
真
景
」
は
『
特
別
展�
絵
巻
「
琉
球
嶌
真
景
」』（
名
護
博
物
館
、
一
九
九
〇
年
二
月
）
で
公
開
さ
れ
た
。

（
9
）　

鹿
児
島
県
立
図
書
館
所
蔵
「
大
島
古
図
（
カ
ラ
ー
複
写
実
物
大
）」（K

2984/ｵ

。
附
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ-

Ｒ
・
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
版
画
像
情
報
）。
史
料
編
纂
所

所
蔵
「
大
嶋
古
図
」（
レ
プ
リ
カ6647-1

、
採
訪
デ
ジ
タ
ル
資
料H

D
S2009-13

）。

（
10
）　

石
上
英
一
「
古
奄
美
諸
島
社
会
史
─
一
四
～
一
六
世
紀
の
奄
美
─
」『
黎
明
館
調
査
研
究
報
告
』
一
四
集
、
鹿
児
島
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎

明
館
、
二
〇
〇
一
年
三
月
。

（
11
）　

石
上
英
一
「
鹿
児
島
県
史
料
編
纂
と
奄
美
諸
島
史
料
集
成
へ
の
期
待
」『
黎
明
館
調
査
研
究
報
告
』
三
一
集
別
冊
、
二
〇
一
九
年
三
月
。

（
12
）　
「
奄
美
群
島
古
文
書
群
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
事
業
」『
鹿
大
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
六
七
号
、
二
〇
〇
四
年
一
一
月
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
公
開
。

（
13
）　
『
伊
仙
町
の
文
化
遺
産　

伊
仙
町
に
お
け
る
奄
美
遺
産
悉
皆
調
査
報
告
書
』（
平
成
26
年
度
文
化
庁
文
化
芸
術
振
興
費
補
助
金
「
文
化
遺
産
を

活
か
し
た
地
域
活
性
化
事
業
」
報
告
書
）、
伊
仙
町
地
域
文
化
遺
産
総
合
活
性
化
実
行
委
員
会
、
二
〇
一
五
年
三
月
。
奈
良
文
化
財
研
究
所
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
公
開
。
奄
美
諸
島
史
料
の
史
料
群
の
構
造
分
析
の
一
事
例
は
、
石
上
英
一
「
奄
美
諸
島
史
料
と
文
書
の
集
合
態
・
複
合
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態
」（
藤
田
勝
久
編
『
東
ア
ジ
ア
の
資
料
学
と
情
報
伝
達
』、
汲
古
書
院
、
二
○
一
三
年
一
一
月
）
に
掲
載
し
た
。

（
14
）　

笠
利
町
歴
史
民
俗
資
料
館
編
『
笠
利
町
文
化
財
報
告
』
第
26
集
・
赤
木
名
グ
ス
ク
遺
跡
、
笠
利
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
三
年
三
月
。
奈
良

文
化
財
研
究
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
公
開
。

（
15
）　

石
上
英
一
「
奄
美
諸
島
に
お
け
る
慶
長
十
八
年
知
行
目
録
」『
黎
明
館
調
査
研
究
報
告
』
一
八
集
、
二
〇
〇
五
年
三
月
。
同
「
元
和
九
年
大

嶋
置
目
の
諸
本
の
再
検
討
」『
黎
明
館
調
査
研
究
報
告
』
一
九
集
、
二
〇
〇
六
年
三
月
。

（
16
）　

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ズ
の
航
海
記
の
翻
刻
本
、
海
野
六
夫
『W

illiam
�A
dam
s

の
航
海
誌
と
書
簡
』（
南
海
堂
、
一
九
七
七
年
一
二
月
）

等
参
看
。

（
17
）　
「
イ
ギ
リ
ス
商
館
長
日
記
」
原
本
、Blitish�M

useum

所
蔵W

estern�M
anuscripts

所
収
。

（
18
）　
「
イ
ギ
リ
ス
商
館
関
係
書
簡
」
原
本
、Blitish�Library

所
蔵India�O

ffi
ce�Records

所
収
。
翻
刻
、A

nthony�Farrington,”T
he�English�

factory�in�Japan,�1613-1623”,vol.1,2,�British�Libray,�1991

。
翻
訳
、
岩
生
成
一
譯
注
『
慶
元
イ
ギ
リ
ス
書
翰
』
改
訂
復
刻
版
、
巖
松
堂
書

店
、
一
九
六
六
年
。

（
19
）　
「
木
脇
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳
「
木
脇
文
書
」
一
、6171

・97-35-1

。
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
、
木
脇
家
所
蔵
）。

（
20
）　

永
山
修
一
「
出
土
文
字
資
料
二
題
」
柴
田
博
子
編
『
古
代
日
本
に
お
け
る
地
域
社
会
へ
の
文
字
文
化
の
伝
播
と
識
字
に
関
す
る
研
究
』「
日

向
国
出
土
墨
書
土
器
集
成
・
補
遺
⑷
、
薩
摩
国
出
土
古
代
墨
書
土
器
集
成
・
補
遺
⑵
、
大
隅
国
出
土
古
代
墨
書
土
器
集
成
・
補
遺
⑴
」、

二
〇
一
八
年
六
月
。


